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はじめに 

 

 
本ツールキットの構成 
このツールキットは、7つの主なセクションで構成されています。 
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対象年齢と学年 

本ツールキットは、小・中学校の教師が使用することを目的として構成されています。本ツールキットで紹
介されているアクションプロジェクトフレームワークは、扱われるトピックの複雑さと各ステージで期待さ
れる関わりの深さに基づいて、幅広い年齢層に対応できる柔軟なモデルです。このツールキットで紹介され
ているアクティビティの例は、8歳以上の学習者に容易に適用できます。正規教育（高等教育などさまざま
なレベル）あるいは非正規教育で指導する教員は、これらのアクティビティとコンテンツを学習者に合わせ
て調整できます。 

 
本ツールキットで使われている方法は、学習者が自分の地域社会で積極的な探求者・変化の担い手となって、
より持続可能な未来に向けた一歩を踏み出すための行動を促進します。アクションプロジェクトの枠組みを
通じて学習者は、自分の生活にとって興味深く重要な問題を特定して調査し、知識とスキルを適用して実効
的な解決策を見つけ、協力してその解決策を実行するようになります。このプロセスで学習者は、持続可能
な開発の個人的、地域的、世界的な側面に強いつながりを見出すことができ、変革的で拡張的な学習体験を
することができます。 
 

学習目標 

このツールキットは、探究型学習モデルと協調学習アプローチを組み込んでおり、学習者と共にアクション
プロジェクトを実施するための複数ステージの学習サイクルを詳しく説明し、学びをリアルな世界へ応用し
実践していくことを目標としています。このツールキットのアクティビティは、批判的考察、コミュニケー
ション、システム思考、協働、統合的問題解決、未来思考における持続可能性の能力を養います。アクショ
ンプロジェクトフレームワークは、拡張可能で詳細かつ応用学習を促す学習プロセスへの組織的なアプロー
チを提供します。特に以下の学習目標を対象としています： 

✔ 持続可能な開発をテーマにした人脈づくり：学習者は、学んでいるトピックと個人レベルでのつながり
を見出し、学習をより効果的に定着させます。持続可能性は多くの学習者が抽象的理解しかしていない
複雑なトピックですが、このフレームワークの最初のステップは、学習者と持続可能な開発のテーマと
の個人レベルでのつながりを強化し、地域社会や日常生活のコンテクスト内でその関連性を特定するこ
とを目的とします。 

✔ 持続可能性の問題の複雑性の探求：地域の持続可能性の課題を調査することで、学習者は状況をより深
く理解し、持続可能性の課題を総合的な観点から理解できるようになります。このステージでは、学習
者のシステム思考、共同知識の構築、個人レベルの関わりと参加に関する能力も強化されます。 

✔ 行動を起こしエンパワーメントを図る：このステージでは、地域の持続可能性の課題に対処する生徒主
導の取り組みを通じて、変革型学習を促します。このステージでは、学習者の戦略的思考力、組織的思
考、規範的能力が強化されるとともに、学習者が自分の地域社会における変革者としての力と自信を身
につけます。 

✔ 振り返りの共有：このツールキットの最終ステージを支えるアクティビティは、振り返りを促すよう構
成されています。学習者は自分の学習を振り返り、それが自分の理解にどのような変化をもたらしたか
を考えます。このステージでは、学習者が自己を振り返り、学習内容を新しいコンテクストや状況に合
わせて適用する能力が育まれます。 



6 

 

 

背景 

 

 
持続可能な開発のための教育とは？ 
持続可能な開発目標は2015年9月に国連総会の193か国によって合意されました。SDGsは持続可能な開発の
ための2030アジェンダで概説されており、ミレニアム開発目標の成果を基盤として、気候変動、平和と正
義、イノベーション、持続可能な消費、経済的不平等に重点を置いた17の相互関連目標が含まれています。 

SDGsは国際的な目標ですが、目標達成のために各国のさまざまな状況や環境を尊重することも目的として
います。これは、まず民主主義と平等性に取り組む必要がある国や、環境対策がより重要である国も存在す
るということを意味します。どちらの問題も持続可能な開発のための教育（ESD）を通じて解決できますが、
なぜESDを教えるのかを、まず教師自身が理解することが大切です。 

ターゲット4.7がSDG 4（質の高い教育）の一部として含まれていることは、質の高い教育は総合的なもの
でなければならない、つまり生徒を仕事だけでなく人生や社会全体に対応できるように成長させなければな
らないというグローバルなコンセンサスがあることを示しています。しかし、ESDと地球市民教育（GCED）
を教えるための教師の準備状況を世界各国で調査（ユネスコと教育インターナショナル、2021）したとこ
ろ、世界中の小・中学校教師の約25％が、持続可能な消費と生産、気候変動について教える準備ができて
いないと感じていることがわかりました。調査結果ではまた、教師たちが、質問されたESDの4つのテーマ
（気候変動、持続可能な消費と生産、ジェンダー平等を含む人権、文化的多様性と寛容）に関する認知、行
動、社会情動的学習の重要性を理解していることも示されました。しかし、リアルな世界の教育法に精通し
ていない教師は認知スキルを教える自信はあっても、持続可能性の能力を高め、行動学習や社会情緒的視点
を育む教育法については自信や知識が不足していることがわかりました。 

 
教師が認知スキルを教えることに自信を持つようになったのは、教師自身が教師としてどのように訓練され
たか、また国際学習到達度調査（PISA）などの試験を通じて測定可能な内容に社会がどの程度価値を認め
ているかに密接に関係しています。学習者が教育を通して知識を日常生活に応用できるようにどうやって備
えるかについては、ほとんど、あるいは全く認識されてきませんでした。教育をコンテンツだけに頼るので
はなく、日常生活のコンテクストや課題に関連付けることで、生徒は自分が何を学んでいるのか、なぜ学ん
でいるのかをより深く理解できるようになります（Hofman, 2015）。 

 
したがって、知識と情報中心の社会の影響に対応し、人間的・道徳的責任を強化し、不平等と幸福の問題に
対応する学びに向けて、教育を改革する必要があります。ESDは、能力を構築し、知識を増強し、私たちを
取り巻く世界の理解に新たな視点を提供すると考えられることから、SDGs達成に向けた大切なメカニズム
であると考えられています。ESDは、感情的な関わり、批判的振り返り、個人および集団でのアクション行
動力を促すさまざまな教育法を採用することで、伝達型の学習から変革型の学習への移行をサポートします。
研究者たちは、学際的学習、プロジェクトベース学習、協働学習、探究型学習などのリアルな世界の教育を
採用することの重要性を報告しています。この教育法は、深い学び、能力開発、そしてより持続可能な未来
に向けた態度や行動を変える可能性を向上させることが目的です。 
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3. ツールキットの使い方 

 

 

 
持続可能なコンピテンシーを構築するアクション 

持続可能な開発のための教育が取り組み、促進している側面の特定と理解を目指して、重要な研究がいくつ
か行われてきました。これらの能力は生涯学習の基盤となります。また、変革的学習の観点から重要な能力
を目標とし、学習者には能動的で体験的な学習スキルが身につきます。これは、学習のプロセスに重点を置
き、知識ベースの学習をより一般的な視点から補完することによって実現されます。学習者が早いステージ
でこのプロセスに参加すると、学習内容と知識を日常生活にどう応用するかについて、より深い理解が得ら
れます（Olsson, Gericke, Boeve-de Pauw, 2022）。 

 
リアルな世界の教育のメリットをより深く理解することで、教師は多様な学習アクティビティを通じて学習
者の心、頭脳、手をより効果的に引き付けることができます。若者にとって、批判的に振り返り、複数の選
択肢があり、何を選ぶかによって結果が異なることを理解することが重要です。これにより、より持続可能
な行動をとり、未来の世代のニーズに応える選択につながる大切な能力が身に付きます。 

 

「体験に基づく関わりとコミットメントは、人の無力感がエン
パワーメントと達成感に置き換えられたときに生まれる」 

Framtiden i våre hender og Folkehøgskolene, 2015 
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このツールキットではリアルな世界の教育法を促進し、協働的で個人の行動実行力を育成する学習理論を詳
しく見ていきます。学習者の行動力を育成するためには、教育において総合的なアプローチ、つまり学際的
アプローチを採用する必要があります（Sinakou, et. al. 2019）。行動力を構築するにはトレーニングが重
要であると指摘する人もいます（Jensen 2002; Kollmuss and Agyeman 2002; Short 2009 in Olsson, 
Gericke & Boeve-de Pauw, 2022）。持続可能性の問題は、1つの視点や1つの解決策では解決できない厄介
な問題であるため、学習者が学際的な方法で学び、現在と未来将来の世界の厄介な問題を解決するために必
要な能力を開発するための実践的な経験を積むことが不可欠です。このような実践的な経験は、学習者の文
化に配慮し、日常生活に関連していることが大切です。 

 

アクションコンピテンシーを促す学習理論 

ESDの変革力は、学習者を学習プロセスに積極的に関与させ、持続可能な社会に向けた態度、性質、行動を
振り返り、変化の機会を提供することを目的とした教育法を通じて発揮されます。次のセクションでは、若
い学習者が社会に変革をもたらすために獲得すべき重要な基礎として、学習者がリアルな世界の問題を積極
的に調査し、行動力を発揮することを奨励する3つの学習理論とアプローチを紹介します。ユネスコ（2017）
は、若者が行動力を発達させるには、認知、社会情動的、情緒的（行動的）領域をESD教育に統合すること
が重要であると結論付けました。これらの学習領域を持続可能な開発の3つの側面すべてに関連付ける（例
えば、若い学習者は人間と周囲の世界との複雑な関係を識別し、理解できるようになる）ためです。 

 
持続可能性意識の概念は、スウェーデンの学校におけるESDの有効性を測定するために使われてきました
（Berglund, Gericke, Chang Rundgren, 2014）。持続可能性意識は、持続可能な開発（SD）の3つの側面、
すなわち経済、環境、社会に対して総合的なアプローチをとる認知的・感情的な要素の統合を意味します。 
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ノルウェーの消費者はパーム油を含むすべての製品をボイコッ
トしました。この動きにより、食料品チェーンは消費者の要求
に従い、方針を変化するようになりました。 

 

 

 
認知的要素とは、SDの社会的、経済的、環境的側面とそれらの相互関係に関する知識や情報を指します。
情緒的要素は、SDの感情的な側面を指し、積極的な持続可能行動や態度を通じて見られる持続可能性の問
題に対するより深いレベルの認識と関心を意味します。若い学習者が学際的な世界観を養うためには、持続
可能な開発と、社会文化的、環境的、経済的視点の相互関係に関する幅広い理解を持つ必要があります。 

 
ツールキットのこのセクションで説明されている学習理論とアプローチは、持続可能性の意識を育み、行動
力を促し、変革型学習の基盤を構築します。 

 

拡張学習とアクティビティ理論 

1920年代に、レヴ・ヴィゴツキーは、行為の文化的媒介という考え方を導入し、文化歴史的アクティビテ
ィ理論を提唱しました。この理論的枠組みは、人間の活動と個人の思考・感情との関係を考慮する際に、社
会と文化を分析の新たな側面として追加しました。ヴィゴツキーは、既存の複雑な認知構造が、子どもの文
化的背景の中で大人と共有される活動を通じて子どもに内面化されるときに学びが起こると考えました。ア
レクセイ・レオンチェフは、集団活動システムの概念を追加することでこれを拡張し、この理論を分析の唯
一の側面としての個人に焦点を当てる以上のものにし、集団行動を通じて社会集団が活動に対してどのよう
に仲介の役割を果たすかを説明しました。 

 
ユルヨ・エンゲストロムは、1978年以降、拡張的学習と活動理論を導入することで、文化歴史的活動理論
を構築しました。この研究は、新しい形態の活動を学ぶことは、固定された既存の知識やスキルに基づくも
のではなく、継続的な創造のプロセスであると提案しています。拡張的学習は、集団システムにおける集団
的変革に焦点を当てており、これが個人によって導入されることを認識しています。エンゲストロムは、個
人が活動システム内の確立された規範に疑問を持ち始めることをきっかけに、協力的かつ意図的な集団的変
化へと昇華する可能性があるとしています（BOX 1の例を参照）。拡張的学習では、垂直的発達を補完する
水平的発達にも重点が置かれます。垂直的発達は、人間の学習はより高いレベルの能力を開発することを目
的としていることを説明しています。水平的発達は、知識が概念の生きた経験によって問いかけられ、個人
に変化をもたらすときに起こります。 

 

http://www.regnskogfondet.no/
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このツールキットでは、アクティブラーニングへの一般的な焦点を拡張学習理論の応用に結び付けることを
目的としています。これは、集団活動システムのコンテクストの中で、生徒を影響力のある人間・変革の担
い手として積極的に関与させることを目指した取り組みであり、個人の行動だけに焦点を当てるのではなく、
社会規範やパターンの中で持続可能なライフスタイルの実践に取り組むことを目標としています。「拡張的
学習では、学習者はまだそこに存在しない何かを学ぶ。つまり、学習者は集団活動のための新たな目的と概
念を構築し、実装する。」（Engeström, 2014）。 

 
エンゲストロム（1999）は、アクションプロジェクトフレームワークに反映されている拡張学習サイクル
を詳しく説明しました。サイクルの最初のアクションは、既存の知識や理解、実践の側面に疑問を投じたり、
挑戦したりすることです。そして、これらの側面を分析して、実際にどう、なぜ適用されるのか、そして状
況の体系的な説明の後、何かを調べるという2番目のアクションが続きます。これには状況に関する集団的
理解、話し合い、実践における変革的なステップが含まれます。3番目のアクションは、特定された新しい
説明関係を、公開可能な方法でモデル化することです。「これは、問題のある状況を説明し、解決策を提示
する新しいアイデアに関する明確でシンプルなモデルを構築することを意味します」（Engeström, 1999）。
4番目のアクションでは、モデルのダイナミクス、機能、限界を理解するために、モデルを試験、検査、実
験します。さらにこの新しいモデルの実装、応用、拡張を5番目のアクションとして実行します。6番目の
アクションでは、プロセスを振り返り、評価します。7番目のアクションでは、このプロセスの結果を統合
し、安定した実践形式に統合します。 

 
アクションプロジェクトフレームワークを、促進的アプローチとして活用し拡張学習プロセスを経ると、ヴ
ィゴツキーによって定義された学習者の最近接発達領域を導入するのに役立ちます。また、これは集団活動
システムとの相互作用中に生じる矛盾に対処することによって刺激されることがよくあります。さらに、エ
ンゲストロムとサンニーノ（2017）は、未知の状況や領域に取り組むことで集団的概念形成が行われ、適切
に対処したり遭遇したりするために新しい概念リソースが必要となる、境界を越えるプロセスとしての拡張
的学習の重要性についても説明しています。このプロセスにより、ネットワーク構築が強化され、グループ
内での関与とコラボレーションの可能性が高まり、さらなる発展に取り組み、その後の広範な学習サイクル
を経ることになります。 

 
 

1. 問いかけ 

 
7.新しいプラクテ
ィ ス の 統 合 と     
一般化 

 
2. 分析 

 
 

 
 

6.プロセスの 
振り返り 

3. 新しい状況の
モデル

         図1. 拡張学習          
（Engeström（1999）からアレンジ） 

4.  

5.  

5.新しいモデルの
実装 

4. 新しいモデルの
確認とテスト 
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探求型学習と行動研究プロジェクト 

探究型学習（IBL）は、ESDで頻繁に使用される学際的方法です。学習者が積極的に参加して質問を考え、
概念やトピックをより深く調査したり、解決策を見つけたりすることで、学習者にリアルな経験をもたらし
ます。探求と高度な質問を通じてリアルな世界とのつながりを構築することに生徒を参加させることで、学
習者は問題解決能力、批判的考察、コミュニケーション能力を養います（Kalsoom & Khanam, 2017）。 

教師としてのIBLにおける役割は知識の伝達ではなく、生徒主導の調査を促すことへと移行し、学習者が調
査の質問を定義し、データ収集の方法を特定し、調査結果を分析して統合するのをサポートします。学校で
の探究型学習は、小規模な調査やプロジェクトでよく使われますが、より科学的な行動研究プロジェクトへ
の足がかりとしても活用できます。IBLは、行動研究を通じて行動力の発達をサポートでき、生徒主体の変
革的教育法であると考えられています。したがって、行動研究は科学的要件を満たし、民主的な社会変革を
促進するための探究型学習方法です（Greenwood & Levin, 2007; Kalsoom & Khanam, 2017）。 

 
参加型行動研究は、自分の経験に基づいて研究も活用しながら、何かを改善または発展させることによって
何かを変えたいという願望によって定義されます。これは、研究者が研究対象者と協力し、研究者自身が積極
的な役割を担って変化を起こすための戦略です。このように、参加型行動研究は、研究者が研究対象または研究
主題に直接的かつ即時的な影響を与えることを目指すという点で、他の研究方法論とは異なります。研究者が研
究対象者と積極的に交流するので、無関係な外部の観察者として位置付けられる他の研究形式とは対照的です。
他の研究と同様に、行動研究では結果を批判的考察や一般的な議論に利用できるようにするため、体系的かつ有
効な文書化が必要です（Steen-Olsen & Postholm, 2009）。行動研究の目標は、リアルな世界の状況に関する実
際的な問題に対する新たな知識を生み出し、解決策を見つけることです。 

 
行動研究プロジェクトは、学習者を体験学習サイクル（Kolb, 1984）に参加させ、地域社会の変化の担い手
となるよう導くことを目的とした総合的な学習アプローチです。行動研究のアプローチには、探究型学習や
参加型行動研究に似た多くの要素が組み込まれており、学習者は通常調査 – 質問 – 情報収集 – 結論の導出 – 
調査結果の提示、という研究サイクルを通じて作業を進めます。行動研究プロジェクトにおいて学習者は、
地域社会の中で特に重要と思われる問題や課題を選択します。生徒は問題をより深く理解するために調査行
い、問題の対処に役立つ変革行動を策定、計画、実装します。行動研究プロジェクトは幼稚園から高等教育
まで実施されており、学習者が持続可能な開発の個人的、地域的、地球的側面の間に強いつながりを描くこ
とを可能にし、積極的な持続可能行動につながる知識を提供することで、変革に貢献できることが証明され
ています（Tiller, 1999、2004）。 

 

行動のための学習と前例のない変化への対応 

私たちは歴史上前例のない変化の時代に生きています。人類は近年多くの偉大な進歩を達成しましたが、同
時にまた、歴史上経験したことのない規模と複雑さの「大きな課題」に直面しています。これらの大きな課
題は、持続可能な開発の追求に直接関係する喫緊の地球規模課題を呈する、複雑かつ相互に関連した社会科
学的課題（SSI）として説明されています（Fensham, 2012）。2つの主要な国際科学レビューと政策立案
者向けの要約である、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の1.5℃地球温暖化に関する特別報告書
（SR15）（2018）と、生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）
の生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書（2019a）は、これらの社会生態学的危機の緊
急性に注目を集めています。両報告書は、これらの危機の最も深刻な影響を食い止める機会はまだあるが、
そのためには人間社会の劇的かつ急速な変革が必要であると指摘しており、これらの根本的な変化が遅くと
も2050年までにすべて達成される必要があるとしています（IPCC, 2018, IPBES, 2019a）。 
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IPBES議長ロバート・ワトソン卿は、必要とされる変化の規模について次のように説明しています。「『変
革的変化』を通じて、自然は保全され、回復し、持続可能な形で利用することがまだ可能だ。これは地球規
模の殆どの目標を達成するための鍵でもある。変革とは、パラダイム、目標、価値観を含む、技術的、経済
的、社会的要因にわたる根本的なシステム全体の再編成を意味する」（IPBES, 2019b）。気候変動、生物
多様性の喪失、生態系の劣化に関する危機のスケールは、これらの大きな課題が焦点となりうる可能性があ
るが、これらの社会生態学的危機は、より深く、より根源的で、広範囲にわたる人類の病、すなわち社会の
あらゆる側面にわたる持続不可能な開発の継続的な加速症状として捉えるべきかもしれません。 

 
今後数10年は、外部と内部の両方の力によって引き起こされる、根本的かつ不可逆的な変化によって特徴
づけられるでしょう。人類社会は、気候変動、異常気象、天然資源や生態系への増大する圧力に対応しなが
ら、持続可能な開発への道を探るために努力するでしょう。私たちはどのようにすれば変化に備えることが
できるでしょうか。そして、教育はどのような役割を果たすのでしょうか。 

 
持続可能な開発アジェンダの目標を達成するためには、新たな視点を発展させ、社会的、経済的、環境的側面の
バランスを取り、システムの相互連携を強化する解決策を模索する必要があります。これには、持続可能な開発
のための教育（ESD）と、学習を日常の暮らしや課題に結び付ける能力が重要です。持続可能な開発のための教
育で人々に知識と能力を与え、自らの生活やより広い社会において積極的な変化の担い手となることができます。
「ESD教育は知識の習得を促進するだけでなく、持続可能な社会に必要なスキル、視点、価値観の学習を促す。」
（Laurie et al., 2016: 6）。しかし、持続可能な開発を追求するには、私たちが協力して開発のための新しいスト
ーリーを書き、持続可能な開発の原則を共通言語として具体化する方法を見つける努力と共に、変革的な社会学
習の可能性を刺激し、解き放つことができる教育的アプローチが必要です。 

 
若い学習者は、すでにこれらの大きな社会生態学的課題を認識、経験しており、多くはこれらの課題の深刻
さ、実行可能な解決策が実施されていないこと、そしてこの状況に影響を与えることができないという無力
感から、環境不安に苦しんでいます。「これまで通りのやりかた」を継続したい人たち（伝統主義者）と、
持続可能な開発に関する複雑な問題の解決策を見つけたい人たち（革新者）との間のせめぎあいが強まって
います。そして解決策が提案されると、多くの場合、他の解決策と競合することになります（Brown & 
Lambert, 2012; Adefila et. al., 2021）。 

 
では、伝統主義者と革新者が同じ考えを持ち、同じ目標に向かって進む方向に社会的学習を導くにはどうす
ればいいのでしょうか?そして、社会を代表するすべてのグループのニーズを考慮した解決策を見つけるた
めに、どのように協力できるでしょうか?もし私たちが協力して学び合い、同じ目標に向かって取り組むこ
とができれば、持続可能ではない慣行から、健全な地球と世界中すべての人々の幸福を支える慣行へと、人
類に必要な変革をもたらすことができるかもしれません。 

 
研究によれば、私たちが直面している社会的課題についての知識だけでは、人々を動員して行動を起こすに
は不十分であることがわかっています。実際、これらの課題に関する情報が多すぎると、人々は圧倒され無
力感を覚え、行動を起こさなくなる可能性もあります（Spence & Pidgeon, 2020; Adefila, et al., 2021）。
私たちが直面している社会的課題についての知識を、私たちの心と手に結びつける必要があります。変革型
学習を実践したいのであれば、この情報に関して個人として、そして集団として行動を起こす必要がありま
す（Adefila et. al., 2012）。 

 
「変化を起こすために理解をしよう。そして 

理解するために変化を起こそう」 

Fremtiden i våre hender og Folkehøgskolene, 2015 
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出典：colourbox.com 

 

 
持続可能な開発のための教育は、包摂、関与、動員を促すために社会が行う必要がある移行をさまざまな
方法でサポートすることができます。学習者が集団的かつ参加型プロセスに参加するには、行動力とコラ
ボレーション能力を開発し、強化する必要があります。行動のための学習とは、組織内の同僚や学習者の
クラスが観察、経験を批判的かつ体系的に振り返り、新しい対策を試みる学習プロセスです。したがって
行動のための学習は継続的な自己啓発の一形態であると同時に、同僚や仲間の学習者によってサポートさ
れる学習と振り返りのプロセスであり、その目標は変化を生み出すことです（Fremtiden i våre hender og 
Folkehøgskolene, 2015; Steen-Olsen & Postholm, 2009）。 

 
行動のための学習は、幼児教育から大手多国籍企業まで、誰もが実行できるものです。出発点は常に、変化
を望み、コミュニティ（学校、幼稚園など）と共に考え対話するプロセスを開始することです。これはさま
ざまな施策を試みることにつながります。さまざまな対策を試してみると経験から学ぶことができ、それが
また新しい知識と経験につながります。新しい経験は、確立された実践にどのような影響を与えるのでしょ
うか?それは本当の変化につながるでしょうか?これらはアクションプロジェクトで扱われる質問です。 
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このツールキットの使い方 

このツールキットは、調査、批判的考察と問題解決、アクティブテストと実装、監視、評価、自己の振り返
りを含む多次元学習プロセスに学習者を参加させることを目的とした、5つの学習ステージから構成されるア
クションプロジェクトフレームワークを示します。学習プロセスと生徒主導の調査に重点を置くことで、学
習者は情報収集、知識の解釈、証拠に基づく結論に対してより大きな自己責任を取るよう促されます。学習
者は、物事がどのように機能するか、システム全体がどのように機能するか、そしてこれらのシステムで影
響とかじ取りを発見するように刺激されます。学習者は変化のために取り組むことで、複雑でリアルな世界
の課題に対処するために知識とスキルを積極的に適用する必要があります。この体験学習の形態は、学習者
自身の学習と知識を試し、批判的に振り返ることを促すもので、学習者が持続可能な開発の個人的、地域的、
地球規模の側面との強いつながりを認識することを可能にします。 

❖ 個人：SDGsに関する指導は国際的な視点から始まることが多いですが、学習者にとって最も効果的な
のは、問題が日常の暮らしや個人的経験に結びついているときです。自分の行動を振り返り、それが社
会全体にどのような影響を与えるかを認識する力は、持続可能なライフスタイルを学ぶ上で重要な第一
歩です。 

❖ ローカル：持続可能なライフスタイルのための教育は、個人レベルを超え、変革型学習を促し、個人が
変化の主体となる力を与えます。実践的でリアルな世界での学習体験は、学習者がコミュニティや社会
と最も深いつながりを持つ地域の中で課題に対処し、より持続可能な生活のための解決策を見つける機
会を提供します。 

❖ グローバル：個人的なつながりと地域での活動を通して成長すると、学習者は世界的な理解を育み始め、
1つの地域または1つの国におけるSDGsの達成は、多くのグローバルな相互関係に依存していることを
認識するようになります。SDGsの環境的側面を探求するだけでなく、社会的、政治的、経済的側面が
地球規模の持続可能性の達成、そしてすべての人々の基本的人権と幸福の実現にどう関連しているかを
特定する大局的視点が養われるでしょう。 

 
ツールキットには、アクションプロジェクトフレームワークの主なステージの概要と、各ステージを促進す
るために使用できる具体的なアクティビティの詳細が記載されています。各アクティビティには、それぞれ
の手順と必要な材料が提示されます。アクティビティは柔軟に設計されており、ファシリテーターは学習者
や授業のニーズ、興味に合わせて、個々のアクティビティに費やす時間を調整できます。 

 
アクションプロジェクトは複雑で段階的な作業になる場合があり、教室外でも時間を費やす必要があります。
ただし、アクションプロジェクトの短縮版もできます。この場合、調査プロセスの大部分が数回の机上調査
と分析を通じてクラス内で実行され、変化行動は1週間かけて計画、実行されます。これらの短縮版アクシ
ョンプロジェクトでは、クラスを小グループ（3-5人の学習者）に分け、各グループが独自の課題を特定し
独自の行動を計画、各グループが短いプレゼンテーションや動画を使ってクラスでアクションを発表する場
合に効果的なアプローチになります。各プロジェクトステージに長期間を要する大規模な行動研究プロジェ
クトは、クラス全体（または学年全体、学校全体）が同じプロジェクトに取り組むことで、より効果的に実
施できます。 

 
ファシリテーターとして、提案されたアクティビティをさまざまなテーマに合わせて調整して使用すること
もできます。このツールキットをほとんどの主題領域で使用し、地域の状況に関連付けることが推奨されて
おり、これによりツールキットは学際的なものになります。可能であれば、地域内の状況、課題、ライフス
タイルとの関係性や関連性を高めるために、教師や学習者による追加リソース、資料、画像の活用が奨励さ
れます。 
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アクションプロジェクトフレームワーク 

アクションプロジェクトフレームワークは、学習者が自分のコミュニティで変化の主体となり、持続可能な
開発のための2030アジェンダで求められている、より広範な社会変革に向けた第一歩を踏み出すことを促
します。学習者は、自らの地域社会における持続可能性の問題に対処するために実行できる行動を特定する
ことにより、持続可能な開発の個人的、地域的、および世界的な側面の間に強いつながりを描くことができ
るようになります。 

 
学習者はグループで協力しながら、地
域社会における（持続可能な開発を達
成するための）課題を特定します。問
題を調査し、その課題に対処または克
服するのに役立つ行動を計画して実行
します。 

 
時間の変化：アクションプロジェクト
フレームワークはさまざまな期間に柔
軟に適応でき、さまざまな可能性を強
調するため3つの異なる例が提供され
ています。学校ベースの活動に重点を
置いた1-2週間の集中的な活動プロジ
ェクト モデルについては、添付資料
1Aを参照してください。4週間にわた
る地域ベースのアクションに対する時
間効率のよいアプローチについては、
添付資料1Bを参照してください。一学
期間のアクションプロジェクトモデル
を強調する拡張アプローチについては、
添付資料1Cを参照してください。 

図 
 

 
 
学習ステージ 学習ステージの目標 

 

1.関わりと探求 
トピックの紹介と関わり 

特定、探求、優先順位づけ 

2.複雑性の探求と理解 調査 

3.変化への計画  計画 

4.変化の源として行動を起こす 実装 
 

5.振り返りと共有 
振り返りと刷新 

コミュニケーションと共有 

図2.アクション     
プ  ロジェクト            
フレームワーク 
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ステージごとの学習成果 

1. 関わりと探求：最初のステージで学習者は持続可能な開発というテーマに対する興味と好奇心を育むよ
う刺激されます。さらに、学習者は主題との個人的なつながりを育むために、自分自身のライフスタイ
ルの選択と持続可能な開発との間に存在するつながりを探求することが奨励されます。これは、地域社
会における持続可能性に関連する問題や課題を調査し、さらに取り組みたいものを優先することで強化
されます。 

2. 複雑性の探求と理解：第2ステージでは、積極的な調査、批判的考察、共同対話を促進して、多様な説
明を構築し、地域の状況における持続可能性の問題の複雑性をより深く理解します。このステージでは、
選択された問題のさまざまな側面に関する情報を共有し、そこから状況の全体的な理解を深めることで、
学習者がシステム思考と共同知識生成の能力を強化することも促進します。 

 
3. 変化への計画：第3ステージでは、統合的な問題解決に重点を置き、学習者が戦略的に考え、地域の持

続可能性の課題に対処するのに役立つ変化行動を計画するプロセスをサポートすることで、変革型学習
を奨励します。このステージでは、より持続可能な未来を思い描き、達成したい変化の種類を特定する
作業を通じて、未来思考も養われます。 

4. 変化の源として行動を起こす：このステージでは、学習者が地域社会に積極的に参加し、変化の担い手
となることを支援するという目標に重点が置かれます。学習者は柔軟に適用する必要がある時間管理や
責任の共有、プロジェクト実施のスキルも身につけます。 

5. 振り返りと共有：アクションフレームワークの最終ステージでは、学習者は自分の学習を評価し、新しい知
識を特定し、認識と理解の変化を振り返ります。学習者はまた、自分たちの仕事や発見を他の人と共有し、
社会のより広い変化を主張するための資料や情報を準備します。 
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学習ステージ 1 – 関わりと探求 

この最初の学習ステージには、主に2つのステップがあります。ステップ 1「トピックの紹介と関わり」の
目的は、学習者がさまざまな持続可能性のテーマに対する自身の理解と関係性を考え、持続可能な開発のト
ピックに精通し、関与できるようにすることです。持続可能な開発目標は、これらのテーマの複雑で相互に
関連した特質を検討するための総合的な枠組みを提供し、学習者は個々の SDG と持続可能な開発の側面と
の個人的なつながりについて考えるように促されます。 

 
持続可能な開発とSDGsに関する情報を利用できるようにします。これは講義、ディスカッション、自己研
究、動画、その他さまざまな形式を組み合わせて提供できます。学習者はアクティブラーニングを使って、
持続可能な開発というテーマにより個人的に取り組みます。 

ステップ 2「特定、調査、優先順位付け」で学習者は、自分の地域社会のコンテクストで持続可能な開発の
テーマを調査します。このステップで学習者は、持続可能な未来の実現を妨げていると考えられる地域の問
題や課題を特定します。これらの問題は、持続可能な開発の経済的、環境的、社会的側面や17の異なる
SDGsを反映し、幅広いトピックを網羅します。学習者はグループごとに、特定したさまざまな課題を共有
し、話し合います。次にこれらの課題に優先順位を付け、さらに取り組みたい課題を1つ選びます。 

 
アクションプロジェクトフレームワークを使う教師は、カリキュラムの内容や学習目標によりダイレクトに
つながるような方法で課題やトピックの選択を促し、アクションプロジェクトのスコープを狭めたり広げた
りすることができます。1つの科目内でのみ使用したい場合や、アクションプロジェクト全体の時間を短く
したい場合は、学習者に1つのSDGのみ、または環境の側面内の目標のみに焦点を当てるように指示するこ
ともできます。これにより、調査ステージの複雑さが軽減され、実行アクションの範囲も限定されるでしょ
う。長期間にわたる広範囲で学際的なアクションプロジェクトを実施したい場合は、経済、環境、社会の側
面を含む課題や、複数のSDGsに関連する分野横断的な課題を特定するよう学習者に指示してもよいでしょ
う。いずれにしても最も大切なのは、アクションプロジェクトモジュール開始時に、どれくらいの期間取り
組むのか、アクションプロジェクトフレームワークの各ステージにどれくらいの時間を費やすのかについて、
学習者にはっきりと情報を提供することです。 

 
期間 

学習ステージごとに、時間効率のよいアプローチと拡張アプローチを提示します。そこから教師は自分のス
ケジュールと学校の全体的な学習目標に応じてアクティビティを調整することができます。各ステージをサ
ポートするアクティビティも提供されていますが、教師が慣れている他のアクティビティを使ったり、既存
の授業計画にこれらのアクティビティを組み込んだりすることもできます。 

✔時間効率のよいアプローチ：このステージの2つのステップは、それぞれ1つの授業に凝縮され、宿題を含
めるオプションもあります。 

✔拡張アプローチ：持続可能性アクションプロジェクトを学際的教育モデルとして使う場合は、チームとし
て1週間の授業を計画し、学習者が持続可能な開発のテーマに関心を持ち、さまざまな科目がこれらの
問題の調査と理解に対してさまざまな視点を提供していることを強調することができます。2番目のス
テップは簡単ですが、学習者が特定したさまざまな課題を提示して議論し、それらがどのように関連し
ているかを検討するためにさらに時間を費やすことができます。
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ステップ 1：トピックの紹介と関わり 

画像と教材（主なアクティビティ） 

推奨アクティビティ1 

このステージでは、画像と教材を使用して、振り返りを通じて視野や観点を広げる簡単な導入アクティビテ
ィとして、「画像と教材」アクティビティを提案します。画像は、リアルな世界の例を簡単にアクセスでき
る方法で教室に持ち込む方法です。画像または教材は、持続可能な開発と、その社会的、経済的、環境的側
面の1つかそれ以上についての思考を刺激します。この活動を通じて、学習者は民主的なプロセスと意思決
定のスキルも練習します。 

 
必要な教材 

持続可能な開発の長所と短所を伝える一連の画像と教材。関連資料とア
クティビティの詳細説明は、アクティブメソッドツールキット1：画像と
教材をご覧ください。 

このアクティビティに必要な時間は約30-45分です。 

 

アクティビティの手順 

1. このアクティビティを効果的に行うには8人以上の参加者が必要です。大人数のグループの方が、学
習プロセスの中で全員が確実に参加できるため効果的です。 

2. 選択した画像や教材を、参加者が歩き回って見ることができるような部屋に並べます。テーブルがな
ければ広い床の上がよいでしょう。 

3. 各学習者は、個人的に共感し、持続可能な開発に対する理解に訴える1つの画像または教材を選択し
ます。白紙のカードを選んで、自分自身の言葉や意見を書いてもいいでしょう。 

4. ペアを組んで、それぞれ選択した画像や教材を見せ合うように指示します。参加者はお互いに選んだ
理由を説明します。 

注：学習者は自分のイメージと説明ではなく、パートナーのイメージと説明を提示するために、他人
のプレゼンテーションを真剣に聞く必要があるという設定にしても良いでしょう。 

5. ペア2組をまとめ、4人のグループを作ります。それぞれの画像や教材について説明します。 

6. それぞれの画像や教材について話し合い、グループの意見を示す画像または教材をひとつだけ選びま
す。選んだものを以下の項目に沿ってクラス全体に紹介します： 
● なぜその画像または教材をグループを代表するものとして選んだかの説明。 
● 1つの画像または教材を選ぶに至ったプロセス。 
● 「持続可能な開発」についての議論を促進するアクティビティの重要性について。 
● グループ内での「持続可能な開発」に関する重要な議論のポイントや問題。 

ステップ 6では、ファシリテーター・教師はグループ間を歩き回り、全員がタスクに取り組んでいる
ことを確認します。興味深い議論が聞こえたら全体のディスカッションとして取り上げます。 
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出典：左上から：Colourbox, Pixabay, Unsplash, Unsplash, Ely Pinto 

 
 

7. 全体ディスカッションフェーズ： 
● 各グループで、代表として発言する人を一人選びます。 
● 各グループの代表者が画像または教材を他のグループに紹介します。続いてファシリテーター・教

師主導でクラス全体の議論を行います。 

ファシリテーターが画像や教材に関する背景情報を共有すると役立ちます。そうすることで、画像・
教材は様々な解釈をして良いこと、一般論や偏見やステレオタイプに基づいた意見などに注意し、避
けなければならないことを強調します。 

注：グループに、選択した写真に決定したプロセスを振り返ってもらうこともできます（このような共
同アプローチは、市民教育の側面に対応できるため）。たとえば、どの写真を選択するかについて、グ
ループ内で平等な発言権と合意が得られたか；多数決で選択されたか；あるいは、1人が提案し、他の
全員がそれに従ったか？など。 

 
 
 
 
 
 
 

 
百聞は
一見に
しかず 
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サイコロアクティビティ 

推奨アクティビティ2 

このテーマへの取り組みをさらに深め、SDGs の枠組みを理解し始めるために、サイコロころがしアクティ
ビティをお勧めします。これは SDG キューブを使用して、17の目標の相互関係と、私たちのライフスタイ
ルの選択がこれらの目標にどのように影響するかについての批判的考察を促す、テンポの速い学習ゲーム3
つのアクティビティのセットです。このゲームは、私たちが日常生活や周囲の世界で持続可能な開発を達
成するために活用できる解決策とイノベーションを検討することで戦略的思考とシナリオ思考を促進しま
す。1つのアクティビティだけを使うことも、3つのアクティビティすべてを使うこともできます。また、
異なる授業中に異なるアクティビティを使用することもできます。 

 
必要な教材 

3つのSDGキューブと1つの持続可能なライフスタイルキューブ。関連資
料や活動に関する詳しい説明については、アクティブメソッドツールキッ
ト 11：未来のために遊ぶ、とそれに対応するリソースバンクを               
ご覧ください。 

 

アクティビティの手順 

SDGs同士のつながりを探求する - このアクティビティは、学習者が特定の目標について詳細を検討し、異
なる目標間の相互関係と関連性を見つけるためにシステム思考を用いるように促します。影響力を及ぼす要
素について考え、問題解決スキルを使って学習者は課題を実行しうる解決策にどのように変えられるか検討
します。（所要時間40-45分） 

より持続的な暮らしのストーリーを作る - 協働的に行う本アクティビティによって、SDGs間の関係性を探
求する学習者を支援します。SDGs が推進する責任ある持続可能な生活について、学習者は共同で説明をま
とめます。（所要時間40-50分） 

SDGsとライフスタイルの実践を結びつける - このアクティビティは、持続可能なライフスタイルの構成要
素について学習者が理解を深められるように、ライフスタイルの実践とSDGsとの関連について素早く考え
をまとめ探求できるようにすることを目的としています。（所要時間15-25分） 

 

 
 

出典：CCL 
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新聞の一面記事 2031 

推奨アクティビティ 3 

持続可能な開発のための2030アジェンダと持続可能な開発目標（SDGs）は、世界各国が協力し、社会を根
本的に変革して、誰もが恩恵を受け、誰も取り残されることのない持続可能な開発への道を達成するという
合意に基づいています。 

このアクティビティは、学習者に、将来何が起こるのか、どのような変化が起こるのかを考えるという簡単
な課題を提供します。また、持続可能性に最も大きな影響を与えるライフスタイルの側面と、それがどのよ
うに変化する可能性があるかについて直接考えさせます。これを達成するために、学習者は小グループに分
かれて、SDGsの期限が過ぎすべて達成された直後の2031年を想定して新聞の第一面を作成します。見出し
と広告を準備することで、各グループは私たちが目指す未来のビジョンを表現することができます。 

 
必要な教材 

このアクティビティには、大きな紙（A2かポスターサイズ）とペン・マーカーが必要です。所要時間は約
45分です。 

注：設定年が近すぎると思う場合は、2050年でも良いでしょう。 

 

アクティビティの手順 

1. 学習者を4-5人のグループに分けます。 

2. 2031年が始まったばかりで、持続可能な開発のための2030アジェンダとSDGsの期限が到来したこと
を想定します。持続可能な開発への永続的な道を実現するために、世界各国と人々が協力して15年が
経ちましたが、何が変わり、何が達成されたのでしょうか。 
各グループは、2031年1月10日に発行される新聞の第一面を準備します。 

3. 新聞の名前を選びます。一面には少なくとも3つの見出しと1つの広告を含めてください。 

4. 持続可能なライフスタイルに関連する次のカテゴリーと、それらが2031年までにどのように変化する
可能性があるかを検討してください。新聞の第一面のコンテンツを準備するときは、以下のカテゴリ
のうち少なくとも4つを使用してください： 
● 何を食べるか？ 
● 何を買い、何を使うか? 
● どのように移動するか？ 
● どこで、どう暮らしているか? 
● 楽しみや娯楽のために何をするか？ 

 
5. 用紙いっぱいに使いましょう。写真を追加したり色を塗ったり、クリエイティブに楽しんでくださ

い！ここで重要なのは、見た目が素晴らしいかどうかではなく、アイデアとその背景にある考え方で
す。見出しと記事の一文目を考えますが、記事全体を書く必要はありません。 

6. 完成したら、新聞の第一面を掲示し、各グループが順番に作品を発表します。 
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振り返りの質問： 

✔ さまざまな分野でより持続可能なライフスタイルに変えるため、私たち一人ひとりは何ができますか? 
✔ さまざまなカテゴリーでより持続可能なライフスタイルに変えるために、教室、学校、村、都市で何

ができるでしょうか? 

 
追加の課題： 

より豊かな学習成果を得るために、新聞の第一面を補足的なアクティビティで拡張することができます。 
✔ 持続可能な開発目標を確認し、タスク内のカテゴリがそれらとどのように関連しているかを調べます。 
✔ ライフスタイルとリンクした最新のメディアを出発点にした、クリティカルな考察と対話。 
✔ 添付2を参照してもよいでしょう。持続可能なライフスタイル領域と影響因子を参照してください。 

 

 
 
 
 

何を食べるか？ 
食物 

 

 
楽しみのために           
何をするか？ 
レジャー＆               

エンターテインメント 

 
 

持続可能な 
開発に影響を
与えるライフ
スタイル領域 

 
どこに住んでいるか？ 

住まい 

 
 

   

 
    

                               
消費 

 
図3. 持続可能なライフスタイル領域 

何を買い、何を使うか？ 

消費 
どうやって移動するか？ 

交通手段 
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ステップ 2：特定、探求、優先順位づけ 

課題の特定 

推奨アクティビティ 1 

このアクティビティは、学習者が自分のコミュニティで見つけた持続可能性の課題について考え、特定する
ことから始まります。 
あなたのコミュニティにはどのような課題や問題があると思いますか? 
個人的な問題ではなく、より多くの人が経験するものを選びましょう。 

 

学習者のための準備作業（オプション）： 

このステップは、学習者が地元のコミュニティで「現地観察」を実施できる宿題から始めることも可能です。こ
のアクティビティでは、学習者は地元の町を歩いたり、自転車に乗ったりすることが求められます。1枚の紙に、
次の見出しが付いた4つの列またはボックスを用意します。 
✔ 「地元の環境・コミュニティで好きなこと」 
✔ 「自分が安心・安全だと感じること」 
✔ 「地元の環境・コミュニティで嫌いなこと」 
✔ 「不安や危険を感じること」 

学習者は地元のさまざまな側面を観察しながら、適切な見出しの下に関連する特徴を書き留めます。さらに、
学習者はこれらの質問に答える写真、動画、音声をコミュニティから収集することもできます。 

 

小グループでの教室活動： 

1. 質問に対する個人的考察：「あなたの地域社会にはどのような課題や問題があると思いますか？」学習者
は課題や問題を付箋紙・インデックスカードに書き留めます。 

2. 課題の共有。学習者はグループで集まり、課題を共有し、話し合います。学習者は小グループ（4-5
人）に分かれて、書き留めた課題を共有し、説明します。なぜこの課題が重要だと思うのか、またこ
の課題が地域の環境やコミュニティにどのような影響を与えると思うかを議論します。 
● すべての学習者が自分の課題を発表する機会が得られるまで、順番に課題を共有します。 
● 課題を共有した後、行き詰まってしまうかもしれません。 

3. 話し合い、振り返り。学習者はグループで話し合い、それぞれの課題や問題において何が重要かを検
討します。学習者が適切だと感じた場合、類似または共通の課題を1つの大きな課題に組み合わせた
り統合したりすることができます。学習者は、この課題を変化または解決するための潜在的な機会、
つまり何かできることがあるか、そしてどれほど大きな変化をもたらすことができるかについても話
し合うことができます。 

4. 選択。学習者は、この課題が（持続可能な開発を達成する上で）どれほど重要で意義深いか、状況を
改善できる可能性はどの程度かという 2 つの要素を考慮して、取り組みたい課題に優先順位を付けま
す。 
● 学習者は、一番目および二番目の優先事項として考える課題を選択します。各学習者は、一番目の
優先事項として選択した課題を2ポイント、二番目の優先事項として選択した課題を1ポイントとし
ます。ポイントの付与は、集計マークまたは小さなシールを使います。これらを特定の課題のメモ
に貼り付けます。 

● 最も多くのポイントを獲得した課題または問題が勝者で、最終ラウンドに進みます。 
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取り扱っている地域環境・社会におけるどのような課題や問題に取り組みたいですか? 
ここでは、1文または2文の短い説明が望ましいです。 

この課題・問題を改善させるために、どのようなアクションを起こしますか？ 
思いついたことを書き留める。 

 
5. 最終ラウンド - 全員で共有すべてのグループが集まって全体会議を行い、優先課題を提示し、それが

なぜ重要であるかを説明します。時間が残っていたら、グループはなぜこの課題が他の選択肢よりも
優先されたのかを説明してもよいでしょう。類似した課題や共通の課題を1つの大きな課題に組み合
わせたり統合したりすることも可能です。 

 

アクションプロジェクトへの課題の選択： 

注：選択されたアクションプロジェクトのアプローチ（大規模なグループが取り組む1つのプロジェクト、
または小規模なグループが取り組む複数のプロジェクト）に応じて、対応するグループごとにで実施します。 

6. 学習者は、変化のアクションの焦点としてどの課題を選択するかについて話し合います。合意難しい
場合は、学習者が変化プロジェクトのために複数の課題を組み合わせることができるかどうかを考え
ることも1つの方法です。別のオプションとしては、前のステップで使用したのと同じスコアリング
手法を使う方法があります。 

7. 課題を選択したら、それを明確に説明する必要があります。 

 
8. 実行可能なアクションについてのブレインストーミング。学習者は、この問題に対処するために実行

できる可能性のあるアクションについて議論し、ブレインストーミングを始めてもいいでしょう。 
（このステップは必須ではないため省略できますが、この方法論の次の2つのステージに関連して最
初の考察を提供するのに役立ちます)。 
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出典：colourbox.com 
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学習ステージ 2 - 複雑性の探求と理解 

 
このステージでは、学習者はステージ1で選択した課題について実際の調査を行い、システム分析を実施し
て、システム内で介入するための主な影響要因と潜在的な活用ポイントを特定します。最初の研究デザイン
は数日間にわたって授業で行われ、このステージの最後には、最終的な結果のまとめと分析も1-2日間で授
業内で行ってもいいでしょう。ただし、主な研究活動は、研究の規模とスコープに応じて、数日、1週間、
または数週間にわたって、地域で地元コミュニティと関わりながら実施されます。 

 
選択した課題の性質によって、必要な研究の種類が決まり、課題の複雑さによっても、必要な研究の幅と深
さの両方に影響が及びます。より大規模なアクションプロジェクトでは、教師や学習者は、さまざまな調査
方法（水や土壌のサンプリング、インタビュー・調査技術、工学研究、空間マッピングなど）の使用につい
て学習者をサポートするため、関連する専門家を採用する方法もあります。学習者は研究計画を策定する際
に細かいサポートを必要とする場合がありますが、学習者がすでに独自の質問を策定し、研究対象分野を特
定した後、レビューとフィードバックを通じて実行することが望ましいです。学習者は研究を先導し、研究
を所有。教師の役割は、学習者自身の発見プロセスと調査を促進し、相互に関連する問題の全範囲を考慮し、
状況を十分に理解するのに十分な深さの研究を行うことです。 

 

期間 

✔時間効率のよいアプローチ：適切な研究プロセスを準備するため、学習者は時間をかけて研究の計画を立
てる必要があります。これは1日で終わらせることもできますが、よりよい計画には2-3日かかるでし
ょう。また、研究の実施に何かしらの手配や予約が必要になる場合もあり、その場合は研究の計画と実
施の間に遅延が生じる可能性があります。調査期間の長さは選択した課題の複雑さによって異なります
が、このステージの期間が学習者に事前に通知されている場合は、効果的な計画を立てるのは学習者の
責任となります。研究期間が1週間あれば、研究を管理可能な量に制限しながら実施できる適切な長で
しょう。研究の後学習者は結果をまとめ、分析をします。これは、2回の個別授業、または1-2日かけ
て効率的に行うことができます。ここで提案されているバージョンでは2週間かかりますが、学習者が
毎日取り組む時間を延長すれば、集中的に1週間で終わらせることができます（注：唯一の制限は、イ
ンタビューや現場訪問などの調査活動の予約を取る必要がある場合の遅れ）。 

 
研究部分を机上またはインターネットベースのアクティビティとしてのみ実施する場合は、このステー
ジを凝縮したバージョンで数回の授業で行うことも可能ですが、これではアクションプロジェクトの重
要な部分であるリアルな世界での関与が欠落してしまいます。 

✔拡張アプローチ：より長い期間にわたって実施されるアクションプロジェクトの場合、このステージでよ
り長い時間枠を設定すると、学習者が課題を深く理解できるようになり、その後のすべてのステージで
取り組みのコンテクスト化が向上するメリットがあります。この場合、1-2か月が適切な取り組み期間
になることもあります。 
• 1番目：学習者は研究を計画し、調査分野と主なステークホルダーを特定して連絡を取り、研究の設
問をし、研究方法を定義します。 

• 2番目：学習者は、研究のための実質的手配、スケジュール設定、研究をサポートできる専門家の特
定、インタビューや調査の設問などを行います。 

• 3番目：学習者は研究活動を実施します。 
• 4番目：学習者はデータと結果をまとめます。 
• 5番目：学習者はデータを分析し、主要な調査結果を特定します。拡張版では、調査結果を研究レポ
ートにまとめて発表してもいいでしょう。 
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✔ 注：アクションプロジェクトに、異なる研究トピ
ック・観点を調査する個別の研究チームが関与
している場合は、最初に個別にまとめて分析し
てから、調査結果を相互に共有します。それ以
外の場合、共通分析の前にすべての結果とデー
タを、集合的なアクティビティとしてまとめる
ことができます。 

✔ さらに：アクションプロジェクトのインパクトを
適切にモニターしたい場合は、このステージで
いくつかの主要ベースライン指標を特定しても
いいでしょう。例えば、アクションプロジェク
トが影響を与えたり、変化させたい現状の測定
可能な特徴は何か？などです。 

 
調査ステージの概要： 
1. 学習者は地域の課題、理由と要因、影響につい

て調査を深めることが求められます。学習者は
課題について知りたい「重要な質問」を特定し
調べることもできます。 

2. 学習者は課題を全体的（または多次元的）な観
点から検討すると良いでしょう。1つの方法とし
ては、学習者にこの課題がSDGsの5P（地球、
人間、繁栄、平和、パートナーシップ）にどう
に関連しているかを考えさせることです。5Pモ
デルを使用すると、さまざまな視点から課題
を検討し、相互関係を反映することができ
ます。 

 
3. 研究活動は、選択された課題ごとに異

なる場合がありますが、理想的には
リアルな世界の調査と社会調査を含
めましょう。研究の規模に応じて、
適切で可能な研究方法を特定するた
め、何らかのサポートが必要になる
場合があります。 

 
4. 学習者は、個々の側面をよりアクティブ

に調査するため小さなチームに分かれる
場合もあれば、異なるステークホルダー
や地域で研究活動を実施する場合もあり
ます。 

 
5. 個人研究アクティビティが終わった後、学習者

は結果を共有し、まとめます。次に、これらの
結果を分析して議論し、要点を特定します。 

 
以下の質問は、この研究に役立ちます： 
✔ この課題は、持続可能な開発目標

の側面、すなわち地球、人間、繁
栄、平和、パートナーシップとど
う関連していますか? 

✔ この課題の主な原因は何ですか？ 
この課題の二次的な結果は何で
すか? 

✔ この課題によって引き起こされる主な
インパクトと課題は何ですか？それら
は地球、人間、繁栄、平和、パートナ
ーシップとどう関係していますか? 

✔ この課題に主に関わっているのは誰で
すか？この課題によって最も影響を受
けるのは誰あるいは何ですか？ 

✔ この課題に対応する取り組みの前例は
ありますか？ 

✔ この課題が続いている主な理由や
要因は何ですか？ 

図4. SDGsの5P 
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＋プラス 

例：私のコミュニティには人々
が自然や交流を楽しめる公共
スペースがたくさんある。 

 

 
－マイナス 

例：私のコミュニティの公共
スペースは整備が行き届い
ておらず、荒らされ、ゴミ
だらけ。 

 

 
データと結果の分析をサポートするアクティビティ： 
フォースフィールド分析 
研究結果のより深い分析をサポートする方法の1つとして、フォースフィールド分析を使って、さまざまな
推進力と抑止力（または要因）のプラス面とマイナス面をマッピングして反映できます。フォースフィール
ド分析は、SWOT（長所、短所、機会、脅威）分析に似た、参加型・ビジュアルマッピングを行うツールで
す。 

ロールプレイとステークホルダー分析 
学習者が研究結果を検討し、課題が個人にどう影響するかを分析するのをサポートする2つ目の方法は、学
習者が主要なステークホルダーグループの利益を代表し、これらの個人の懸念と、この課題にさらに深く取
り組む上で彼らが果たす可能性のある役割を検討する、ステークホルダーロールプレイです。生徒は選択さ
れた課題について議論し、代表されるステークホルダーの観点から可能な解決策を話し合う討論会または
「公開フォーラム」のロールプレイを行います。動物や自然など、人間以外のステークホルダーの声となり
意見を述べることもできます。 

注：これら2つのアクティビティの詳細について、以下で説明します。 
提案された2つのアクティビティを組み合わせた形式で実施することも可能です。その場合、学習者はロー
ルプレイ アクティビティに参加し、その間にフォースフィールド分析を使って公開ディスカッションを促
します。この場合、学習者はフォースフィールド分析に参加しながら、特定のステークホルダーの利益を代
表し続けます。 

 
フォースフィールド分析アクティビティの仕組み 
フォースフィールド分析は、ある状況、初期は社会的状況、に影響を与える要因（フォース）を調べるため
のフレームワークを提供します（Kurt Lewinが開発）。目標に向かう動きを推進する力（推進力）、または
目標に向かう動きを妨げる力（抑止力）に着目します。ビジュアルマップを作成し、特定の目標への進捗を
促進するものと妨げるものを把握することで、複雑な状況下の意思決定と計画をサポートするプロセスを提
供します。また、障壁を克服し、前向きな力を強化し、活動全体を統合して相乗効果を生み出し、システム
耐久性とレジリエンスを高めるアクションの特定もサポートします。 

すべてのコミュニティとシステムには、肯定的な力（推進力）と否定的な力（抑止力）の両方が存在するこ
とに注意します。最も負の要因に直接対処する必要があるかもしれませんが、固有の弱点に焦点を当てるの
ではなく、既存の強みを活かし強化することで、より多くの成果を達成できることもあります。この手法は、
プラスの力とマイナスの力の両方をバランスよく分析し、個々の要因には強化できる推進力と緩和できる抑
止力の両方があることを認識させます。 

フォースフィールド分析アクティビティ 
このアクティビティは、学習者グループ全員で実施するのが最適です。学習者の発見を共有し、プロジェク
トの過程で取り組む問題について共通の理解を得るためです。 
1. 学習者は研究の結果について個別に考えます。地域の持続可能性の課題を克服するために考慮すべき

主なプラスの推進力とマイナスの抑止力は何かを検討します。 
各学習者は付箋を使って、自分が特定したプラスの力とマイナスの力を書き留めます。2色別の付箋
を使ってプラスの力とマイナスの力を区別したり、対応する付箋にプラスまたはマイナスの記号をつ
けることもできます。 
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2. グループメンバーは順番に、特定したプラスの力とマイナスの力を発表します。グループで各要因の
「相対的な影響」と、それらの要因をフォースフィールド分析表に配置することについて話し合いま
す。さらに、異なる要因が共通の要素を表しているかどうか、またそれらを組み合わせるべきかどう
かを検討します。 

3. その後、付箋をフォースフィールド分析表に追加します。大きな紙やフリップチャート（あるいはホ
ワイトボード・黒板）上に準備します。紙を上下2段に切るため、中央に線を引きます。上半分は
「プラスの力」または「推進力」とラベル付けされ、下半分は「マイナスの力」または「抑止力」と
ラベル付けするといいでしょう。 
中央線は中立的な力を表します。力が中心から離れるほど、その力は強くなると考えられます（プラ 
スかマイナスどちらも）。必要に応じて表に縦スケールを追加できます。表中央の線は0です。 
中央線から上に行くと+1から+5が加算され、中央線から下に行くと-1から-5が加算されます。 

 
 

4. オープンな議論としてグループは状況を改善する方法を検討します。全体的な改善のために活用でき
る機会（またはニーズ）は何ですか?不必要な障害や遅延を回避するために対処する必要がある脅威
（または不足分）は何ですか? 
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ロールプレイとステークホルダー分析アクティビティの仕組み 

ロールプレイは、学習者がさまざまな視点から問題を検討し、グループや個人の多用な関心について考えること
ができるインタラクティブな学習ツールです。このアクティビティでは、ロールプレイとステークホルダー分析
を組み合わせ、地域の課題の影響を受ける、または解決に役割を果たすさまざまな人々のニーズを調査・検討し
ます。 

学習者はこれらの主要なステークホルダーを特定し、彼らの利益を代表する役割を担います。このアクティ
ビティで学習者は、選択した課題・問題が地域社会の住人によって議論される公開フォーラムまたはタウン
ホールミーティングのロールプレイを行います。学習者はさまざまなステークホルダーの役割において、潜
在的な解決策について話し合い、複数の観点からこれらの提案のメリットと問題点を検討し、協力的な意思
決定に基づき行動方針について合意に達します。 

ロールプレイで学習者は、特定のシナリオを演じなければなりません。決まったセリフや事前のリハーサル
はありません。ただし、ステークホルダー分析を使うと、ロールプレイの準備として機能し、各学習者が自
分の役を深く理解し演じることができるようになります。 

 
ロールプレイとステークホルダー分析アクティビティ 
このアクティビティは、学習者グループ全員で実施するのが最適です。学習者の発見を共有し、プロジェク
トの過程で取り組む問題について共通の理解を得るためです。 

1. 全体グループで学習者は、ステークホルダー分析の最初の部分を実施し、選択した地域の課題に取り
組む際に考慮すべきグループと個人を特定します。学習者は、選択した問題に関わる、影響を受ける、
または影響を与えることができる主なステークホルダーについて話し合い、特定します。以下の質問
が考えられます： 

✔ 現在この問題の影響を受けている主な人々、グループ、機関は誰ですか?現在この問題によって、ある
いはこの問題を悪化させる活動によって利益を得ている主な人々、グループ、機関は誰ですか? 

✔ この問題が解決された場合に利益を得る主な人々、グループ、機関は誰ですか?この問題に対処した場
合に悪影響を受ける可能性がある主な人々、グループ、機関は誰ですか? 

✔ 現在の問題について懸念を表明しているのは、どのような人々、グループ、機関ですか?この問題に対
処する取り組みに関心があるのは、どのような人々、グループ、機関ですか? 

✔ 状況に影響を与える力を持っているのは誰ですか?この問題に対処するため、誰の許可や承認が必要ですか？ 
 

これらの質問について議論し、回答する際に、学習者は提案されたすべてのステークホルダーを書き留めます。 

2. リストが完成したら、重要なステークホルダーを見落とさないように、リストを今一度見直しましょ
う。以下の質問が使用できます： 

✔ すべてのステークホルダーがリストアップされていますか? 
✔ プロジェクトの潜在的支持者と反対者はすべて特定されていますか? 
✔ さまざまなタイプの女性ステークホルダーを特定するために、ジェンダーの側面が考慮されていますか? 
✔ 社会的弱者（特に貧困層）の利益は特定されていますか? 
✔ プロジェクトの結果として出てくる可能性のある新しいステークホルダーはいますか? 

追加のステークホルダーが特定された場合、リストに追加します。 
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(低) 関心 (高) 

図5. Mendelow（1991）マトリックス - パワーと関心のグリッド 
 

ステークホルダー分析を改良するための追加手順としては、次が： 
● ステークホルダーのグループ化と構造化 – ステークホルダーのリストが長くなった場合は、ステーク

ホルダーをより大きなカテゴリにグループ化する二次分析を実施することも有意義です。このステッ
プでは、特定の問題に対するステークホルダーグループの力（または影響力のレベル）と関心のレベ
ルの両方について考える必要があります。 

● パワー・関心・グリッド（図5）に基づいて、次のカテゴリーを適用してステークホルダーを4つのグ
ループに細分化できます。 

● あるいは、ステークホルダーを主要ステークホルダー、二次ステークホルダー、外部ステークホルダーと
してグループ化することもできます。 
✔ 直接の受益者やステークホルダー（エンドユーザー、農家、都市部の貧困層など） 
✔ 二次的ステークホルダー、一次的ステークホルダーに援助を提供する過程における仲介者（例：専
門家、アドバイザー、実務家、コンサルタント、専門家、政府、NGO、民間セクターの組織など） 

✔ 意思決定者、政策立案者（政治家、上級公務員、地区レベル組織、政府機関など） 
● 二次分析は、「変化行動」がさまざまなステークホルダーとどのように関与すべきかを明確にするの

に役立ちます。 

3. 学習者は、すべての主要ステークホルダーを代表するさまざまなグループに分けられます。各学習者
または各グループは、異なるステークホルダーの役割を演じます。学習者は、調査フェーズ中に最も
多く交流したステークホルダーに基づいて、自分が代表するステークホルダーを選択します。 

学習者・グループは、次の表を完成させることで、ステークホルダー（またはステークホルダー グル
ープ）に関する重要な情報を特定し、ロールプレイの準備をします。 

ステークホルダー名 主な関心事項（問
題に関して。可能
な行動） 
 

主な懸念事項（問題に   
関して。可能な行動） 
 

行動する際の影響・役割 

    

潜在者：「変化行動」の実施に影響を与える大
きな力を持ちながら、特定の問題の優先順位が
低い、または関心が薄いステークホルダー。 

 
満足感を持続 

推進者：問題に強い関心を持っている、また
は優先順位が高く「変化行動」の実装に影響
を与えることができる大きな力を持つステー
クホルダー。 

 
強固な関係の維持・緊密な管理 

無気力：「変化行動」の実施に影響を与える力
がほとんどなく、この問題に対する関心が低い
ステークホルダー。 

 
 
モニター 

ディフェンダー：この問題に強い関心
を持つ、または優先順位も高いが「変
化行動」の実装に影響を与える力がほ
とんどないステークホルダー。 

 
常に情報を得る 

 

(高
) 

(低
) 

パ
ワ
ー
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4. 学習者がステークホルダー情報を準備したら、ロールプレイに参加する準備が整います。ロールプレ
イは、特定の問題と可能な行動について議論する公開フォーラムまたはタウンホールミーティングと
して組織しましょう。 

 
必要な教材 

✔ ステークホルダーテーブル・役割の説明のコピー 
✔ ステークホルダーの役割・名前の書いてある名札（各学生） 
✔ オプション：小道具や衣装など、自分の役割に入り込むため 

 
ロールプレイ開始： 

1人の学習者（またはファシリテーター）がフォーラム・会議の主催者または議長の役割を果たすことがで
きます。この担当者は、フォーラムに出席するステークホルダーを歓迎し、会議の主な目的を説明します： 
✔ 特定された問題について議論し、なぜこれが取り組むべき重要な問題なのかを検討する 
✔ 参加するすべての当事者の利益と懸念を考慮する 
✔ この問題に対処するための可能な選択肢についてブレインストーミングと議論を行う 

会議のレポーターの役は、別の人に割り当ててください。この人は会議の議事録を作成し、要点を記録し、
決定事項を説明します。ロールプレイ全体を通して、学習者はステークホルダーの立場に立ち、ステークホ
ルダーの視点から議論に応じる必要があります。このようなロールプレイの目標は、すべてのステークホル
ダーが自分の関心と懸念に適切に対応されていると感じ、集団的行動方針について共通の合意に達すること
ができる、双方に利益のある解決策を特定することです。 

 
注：エドワード・デ・ボノが考案した「6つの考える帽子」テクニックは、
グループを特定の役割に分け、さまざまな視点から状況を分析する方法
で、これも役立つ可能性があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   出典： colourbox.com 
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学習ステージ 3 - 変化への計画 

このステージの目的は、学習者が調査してきた地域の SDG 課題に対処し、克服するために役立つ変化行動を設
計、準備することです。このステージで学習者は、地域の持続可能性に対する課題に対処し、状況を改善する
ために（永続的でないにしても）（ステージ4）で実施する変化行動を計画することが求められます。 

変化行動の特質は選択された課題によって異なり、規模とスコープは、ステージ4での変化行動の準備と実
装に割り当てられる時間を考慮して調整します。このステージで実施される計画により、アクションが十分
に検討、構造化、組織化されるとともに、アクションの準備と実施に関する役割と責任が適切に割り当てら
れることになります。 

 
期間 

✔時間効率のよいアプローチ：このステージは2-3日以内に完了し、主に教室でのアクティビティに基づい
て行われます。ただし、このステージで多くの時間とサポートをすると、ステージ4でのプロジェクト
実装の質と効率が向上します。 

✔拡張アプローチ：大規模で複雑なプロジェクトの場合、プロジェクトには複数の側面があり、個別に計
画・準備する必要があるだけでなく、プロジェクトのさまざまな構成要素を担当するチームを揃えまし
ょう。プロジェクトが長い期間にわたって実行される場合は、このステージで長い期間の計画が必要に
なります。期間は1週間で十分ですが、2週間まで延長できます。大規模プロジェクト全体を通して、
次のステージで計画を見直したり、修正したりする機会を組み込むことも重要です。これにより、すべ
てのチームメンバーの足並みが揃っていることが保証され、実装前に発生する課題や問題が解決されま
す。 

計画ステージの仕組み： 
1. 学習者は、変化行動のための潜在的アイデアをブレインストーミングし、共有し、話し合います。学習

者は、各提案のメリット、影響の可能性、そしてアクションを達成することがどの程度実現可能かを考
慮します。 

この問題や課題を変えるために何しますか? 
解決策を考えるだけでなく、計画している行動を実行します。 

ここではプロジェクト中にどのような活動が行われるのか、どのように実施するのか、変化行動によって何に貢
献できるのか、どのような影響があると思うかを説明します。 

学習者が前のステージでフィールドフォース分析を使った場合、潜在的アクションが特定された力とど
のように関連するかについても考察できます。 

2. 変化行動の振り返り：学習者は以下の質問について話し合い、答えを出します。 
✔ なぜこれが重要なトピック、または取り組むべき課題なのでしょうか? 
✔ その行動はどのように前向きな変化に貢献するでしょうか? 
✔ その課題を解決するために他にどのようなアクションを活用できますか? 
✔ 提案された変化行動に関連するSDGsはどれですか？持続可能性の目標にどのように影響しますか？ 
✔ アクションは5Pの各項目とどう関連していますか?この行動は地球、人間、繁栄、平和、パートナーシップにどのよ
うな良い影響を与えるでしょうか？ 
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3. 実践的な行動計画：学習者は変化行動の計画を立てます。彼らはすでに取り組みたい課題や問題を特定
しているので、その問題を変えて状況を改善する方法についての計画を立て始めます。 

よく練られた行動計画があれば、学習者の変化プロジェクトの効果的な実施をサポートするでしょう。
したがって、アクションの実施に関するあらゆる実際の側面を考慮し、準備することが重要です。 

学習者は以下の質問について話し合い、回答しましょう： 
✔ この行動の主な対象と目的は何ですか? 
✔ この行動にはどのようなステップ・アクティビティが必要ですか?何が実施されますか? 
✔ どのような準備が必要ですか? 
✔ どのようなリソースが必要ですか? 
✔ いつまでに完了する必要がありますか? 
✔ 行動において誰が何に対して責任を負いますか?誰がいつ何をすべきですか? 
✔ 誰に連絡する必要がありますか?このアクションを実行するにはどのような権限が必要ですか? 
✔ 他に関与したい潜在的なパートナーはいますか? 
✔ 変化行動がターゲットアクターに適合していることをどのように確認しますか? 
✔ 変化行動をどのように促進し、文書化しますか? 

4. アクションスケジュール・タイムライン：効果的な管理と実装のための明確なタイムラインを提供する
ために、アクションは個別のステップ・ステージに細分化され、スケジュールに従って順序付けられる
必要があります。学習者は、実行すべき具体的な手順を明確にするだけでなく、各ステージで必要なリ
ソースと責任者も明確にするとよいでしょう。 

スケジュールを見直して対処すべき未解決の問題があるかどうかを確認し、今後の活動について話し合
う会議やステータス更新のための時間をスケジュールに含めることを検討すると便利です。さらに、 
大規模なアクションでは、アクションの主要ステージの間に余裕を持たせると良いでしょう（つまり、
プロジェクトのあるステージでの遅れが、後のステージに支障をきたさないように）。 

 
スケジュールフォーマットの例 

 

日付 アクション 必要なリソース 責任者 

    
    
    
    
    
    
    
    

 

 
5. 行動実行の準備。行動スケジュールの準備が整ったので、正式な実施前に完了すべき準備があるかどう

かを検討しましょう。例えば、行動の実装を開始する前に必要なすべてのリソースを準備しておくと便
利でしょう。また、特定の会場を手配する必要がある場合は、この時点で手配できます。この準備ステ
ージは、具体的な活動と責任者を含めた行動スケジュールに記載してもよいでしょう。 
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コミュニケーション、普及、共有のための計画： 
アクションプロジェクト方法論の重要な部分は、アクションプロジェクトについてコミュニケーションを取
り、変化行動の結果を地域社会、政府、他校、他国の学習者などと共有することです。この取り組みを通じ
て、学習者は持続可能性の問題に対する認識を広め、SDGs を支援するために地域レベルで行動を起こすよ
う他人を動機付け、持続可能な未来を実現するためにコミュニティが行える前向きな取り組みを強調するこ
とができます。 

コミュニケーションと共有は最終ステージの一部ですが、このステージでは次のことが必要です： 
1) 参加者を惹きつけたい場合や、変化行動を利用して地域の人と関わりたい場合は、実施前にアクショ

ンプロジェクトについて伝えます。 
2) 変化行動が準備され、適切な形式で実装されるにつれて、それを文書化して伝え、ステージ5のコミュ

ニケーションに使用できるようにします。 

したがって、文書化とコミュニケーション活動を全体的な行動計画とスケジュールに組み込むと良いでしょ
う。さらに、特定の人物が行動の実施に対する主な貢献として、これらの活動の主導的な責任を負う場合が
あります。学習者は、この変化プロジェクトの経験をどのように文書化して共有するかを検討する必要があ
ります。動画、ポスター、ケーススタディ、「新聞」記事など、アクションを文書化できる機会はいくつか
あります。地域の持続可能性の課題がどのように特定され、なぜそれが重要であると考えられるのかを説明
するとともに、変化行動の活動と影響を強調する努力を払う必要があります。 

 

 
出典：pexels.com 
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学習ステージ 4 - 変化の源として行動を起こす 
このステージの目的は、学習者が変化行動を開始し、実行することです。アクションプロジェクトのこのス
テージでは、活動の実施が含まれ、前のステージで作成された行動計画とスケジュールが、このステージで
実行されるステップの主要な構造とガイダンスを提供します。このステージでは、学習者自身の行動計画と
スケジュールを主なプロセスとしてそれに従うため、このステージで提供される指導は限定的です。 

プロジェクト管理の役割： 
あるアクションで複数のアクティビティが同時に発生し、異なる人が異なるアクティビティを担当している
場合は、すべてのアクティビティの進捗状況を常に把握し、さまざまなグループ・チームと連絡を取り、潜
在的問題をトラブルシューティングするプロジェクト管理の役割を1人の担当者に割り当てるとよいでしょ
う。 

 

期間 

✔時間効率のよいアプローチ：前のステージで準備された行動スケジュールは、アクションプロジェクトの
実施に関する明確なタイムラインを提供する必要があります。学習者にこのステージの時間枠が与えら
れている場合は、すでに反映されているはずです。時間効率のよいアクションプロジェクトの場合、実
装1日を目標としますが、準備には1-2週間かかる場合があります。 

✔拡張アプローチ：このステージは、全体の中で最も重要なステージとみなされ、長い時間を費やすことが
できます。このステージは、変化行動の規模とスコープに応じて1-3か月かかる場合がありますが、1
学期など長期間にわたる継続的な実装プロセスとして設定することもできます。 
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学習ステージ 5 - 振り返りと共有 

この最終ステージの目的は2つあります。まず学習者は、変化行動、プロセスがどのように進んだか、その
影響はどのようなものであったかを振り返ります。また、このプロセスから学んだ教訓、うまくいったこと、
変えたいこと、そして変化行動をどのように刷新・再現するかについても検討しましょう。 

次に学習者は変化行動の結果を記録、共有、促進する方法を見つけることが期待されます。周囲の人々も変
化行動プロジェクトから学び、刺激を受けることができます。学習者がより持続可能な実践についてコミュ
ニケーションを取り、それを提唱することでプロセスが完了することは、アクションプロジェクトフレーム
ワークの重要な部分です。 

 

期間 

✔時間効率のよいアプローチ：このステージは拡張的な学習サイクルを完了する上で重要な部分ですが、こ
れを2回または3回の授業に凝縮することも可能です。このステージの最初の部分（振り返りと刷新）
は1回の授業で完了できますが、このステージの2番目の部分（コミュニケーションと共有）は1回また
は2回の授業で完了します。どちらのステージも、主に教室での活動に基づいているか、宿題に組み込
まれています。 

✔拡張アプローチ：拡張版では、各ステージを補完するより充実したフォローアップ活動を設定し、学習者
に自身の経験を活用してより広範な変化を提唱してもらうことも可能になるかもしれません。振り返り
の部分は、実装が完了した翌日に学習者が報告会を開き、どのように進んだかについて互いに話し合う
ことから始めることができます。次に学習者は宿題として振り返りエッセイを個別に書いてもいいでし
ょう。その後、学習者はグループで復習とディスカッションを行うことができます。つまり、このステ
ージの最初の部分には2-4日かかる可能性があります。 

 
このステージの後半では、1週間または2週間にわたって実質的なコミュニケーションキャンペーンを
展開することが可能です。このステージの構成要素としてターゲットを絞ったアドボカシーキャンペー
ンが追加された場合、関連ステークホルダーとの直接的な連絡や関わりが必要になるため、必要な取り
組みが3-4週間に延長される可能性があります。 

ステップ 1：振り返りと刷新 
変化行動を完了した後、学習者は経験を振り返り、変化行動の潜在的な刷新・再現のために実行できる将来
の改善を検討します。ファシリテーターとして、学習者に以下の質問を使って最初の振り返りを始めるよう
に指導します。 

 

振り返りの質問 

✔ なぜこれが取り組むべき重要な持続可能性の課題だったのでしょうか? 
✔ 変化の行動は、地域環境やコミュニティにどのような良い変化をもたらしましたか? 
✔ この行動はどの SDGs に取り組み、その達成にどのように貢献しましたか? 
✔ この行動の主な成功要因は何でしたか? 
✔ この行動中に直面した主な困難は何でしたか? 
✔ アクションは適切に設計、組織化、実行されましたか? 
✔ アクションの計画や実装に改善の余地はありますか? 
✔ 達成できなかった具体的な行動目標はありましたか? 
✔ この措置のコンテクスト内で説明または対処できなかった特定の外部要因はありましたか?それらのい

ずれかが、アクションの実施に大きな障害となりましたか? 
✔ このアクションを再度実装する場合、何かを変えますか? 
✔ この課題に対処するために他にどのような対策を講じることができたでしょうか? 
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自己の振り返りと評価 

振り返り活動として、また変化行動への個々の学習者のインプットの評価をサポートするため、変革プロジ
ェクトにおける自分の役割を説明し、それが活動の全体的な成功にとってどの程度重要であったかを検討す
るよう求めるエッセイ課題を学習者に提供できます。学習者には次のような質問を促してもいいでしょう： 
✔    変化行動中に私が担った具体的な責任と、それに関連して私がやった事は何ですか？ 
✔ 私のインプットは、変化行動の全体的な結果にどのように貢献しましたか? 
✔ 私のインプットは他のグループメンバーのインプットと比較して比較してどうでしたか? 
✔ アクション全体の成功にとって、グループメンバー間の協力はどの程度重要でしたか? 

 

能力開発のレビュー 

また、学習者がこの変化行動の過程で自分自身の学習を振り返ることも役立つでしょう。それは彼らを変
えましたか?それは彼らを取り巻く世界を変えましたか? 
✔ 彼らは持続可能な開発を以前とは違った形で理解していますか? 
✔ SDGs について新たな知識は得られましたか？ 
✔ 地域の環境やコミュニティについて新たな知識を得ましたか? 
✔ SDGs の担い手として、また地域社会の一員として、自らの役割に対する認識はどう変化しましたか？ 
✔ 彼らは、より持続可能な生活を送るために役立つ新しいスキルや能力を身につけましたか?持続可能な

未来を共同で創造し、実現するには？ 

注：ユネスコの出版物（2017）「持続可能な開発目標のための教育」でリークマンが特定した主要な
持続可能性能力：学習目標」は、能力開発について議論し、検討するための有用な枠組みを提供します。
このリストは添付書類3を参照。 

 
刷新と再現 

学習者がこの変化行動の再現に関与するかどうかにかかわらず、この変化行動のフォローアップまたは継続
の可能性について振り返り、議論することは学習プロセスにとって有意義です。この変化行動を再現または
拡大する価値はありますか?その場合、それはこのグループが行うことなのか、それとも他のグループが独
自の環境で実行できる変化行動なのか。変化アクティビティを拡大または主流化する場合、関与する必要の
ある追加ステークホルダーはいますか? 

ステップ 2：コミュニケーションと共有 
学習者は、この変化プロジェクトの経験をどのように文書化して共有するかを検討する必要があります。動
画、ポスター、ケーススタディ、「新聞」記事など、アクションを文書化できる機会はいくつかあります。
学習者は、ターゲットユーザーが誰であるか、またそのユーザーに効果的にアプローチするにはどうすれば
よいかを決定します。彼らの変化行動は地域社会を対象としているため、これは明らかに対象者の 1 つで
す。周囲の若者や、同様の活動プロジェクトに取り組んでいる他校とコミュニケーションをとることも可能
です。 

地域の持続可能性の課題がどのように特定され、なぜそれが重要であると考えられるのかを説明するととも
に、変化行動の活動と影響を強調する努力を払う必要があります。この変化行動に関して他人がフォローア
ップすることを望む場合は、イニシアチブのより広範な関与や採用を促進するためにも使用されます。 

 
政策の提唱 

変化行動が非常に成功したことが証明された場合、次のステップとして、それを地域の SDGs 活動に統合
することを提唱したり、変化行動の再現をサポートするために地方自治体と協議したりすることが考えられ
ます。 
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まとめと振り返り 

各ステージの終わりに学習者は、そのステージで行われた学習内容を振り返り、要約することが推奨されま
す。KWLチャートは、学習者が獲得した知識を要約し、振り返るために使用できる基本的な形式です。 

● K（KNOW）はプロジェクトについてすでに知っていることを表します。 
● W（WANT）は学びたいことを表します。 
● L（LEARNED）は授業やアクティビティから学んだことを表します。 

各学習者は、発見したことを共有して話し合う前に、チャートを完成させます。 

 

K 
知っていること 

W 
学びたいこと 

L 
学んだこと 

   

 

 
振り返りの質問 

✔ このステージで楽しかったことは何ですか？このステージで楽しめなかったことは何ですか? 
✔ このステージで、どのような点が困難または対処しにくいと感じましたか? 
✔ 驚いたことや予想外のことなど、どんなことに遭遇しましたか? 
✔ この問題、トピック、状況に対するこれまでの見方に疑問を投げかけるようなことを学びましたか? 
✔ このステージでの学習ポイントや情報のうち、次のステージに確実に組み込まれたり対処されたりする

ために最も重要なのはどれだと思いますか? 
 

 
将来について考える・振り返る課題 – アクションプロジェクトの最後に 
学習者に、この経験が将来に対する認識にどのように影響したかを創造的に考えるように促すフォローアッ
プ課題を提供することも可能です。例えば、自分たちの変化行動が、地域の持続可能な未来を共に創るため
のより広範なコミュニティの関与を促すきっかけとなった経緯について論じる短いエッセイを書くように依
頼することなどができます。学習者は、2030年または2050年に自分たちのコミュニティの将来がどうなる
か、そしてそこへどのように到達したかについて書くこともできます。 
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添付資料 1A 
集中アクションプロジェクト - 1-2週間の学校中心 
アクションプロジェクトモデル 

 

学習ステージ 主なステップ 目的 アクティビティ 時間 
 
 
 
 

1.関わりと探求 

 
1.1 紹介と関わり 

• 主題に対する興味と
好奇心を育む； 

• 自身のライフスタイルと 
主題との関連性を考える； 

 
• トピックとアクションプロジェクトの簡単な紹介； 
• 1 アクティブラーニングアクティビティ：画像と教材、   
サイコロを振る、新聞の一面記事（p.18-22）のいずれか。 

 
 

60分 

 
1.2 特 定 、    
探求、優先順
位付け 

• 地域の状況における主
題の関連性を探る。 

• さらなる調査のために  
問題を優先順位付ける。 

 
• 学校ベースの持続可能性の問題（つまり、より持続可能になる
方法）を特定し、取り組むべき問題を1つ優先順位付ける。 

 
60－90分 

 
 

 
2.複雑性の探求と理解 

 

 
ステークホルダー
にインタビュー
し、さまざまな  
側面を調査 する 

 
 

• 複雑な問題に対する多様な
説明を調査し、構築する； 

• システム思考と共同知識
生成の能力を開発する。 

a) 簡単なステークホルダー分析を実施する（p.30のアク
ティビティのステップ 1と2を使用）。 

b) 2-3人の学習者からなるチームで、各チームに1つのステーク
ホルダーグループが割り当てられ、インタビューを実施。 
そのグループからの代表者1人ないし2人。インタビューの 
質問は、選択された問題に関して、長所、短所、機会、脅威
として考えられるものに焦点を当てる場合もある。 

c) 結果は、フォースフィールド分析アクティビティ（p.28） 
を使用してクラスで共有。 

 
 

 
a) 30－45分 
b) 1－2時間 
c) 45－60分 

 
 
 

 
3.変化への計画 

 
 
 

 
活動や取り組みの  
計画 

 
 

 
• 変化行動の計画； 
• 統合的な問題解決、戦略
的思考、未来思考の能力
の開発。 

a) 学習ステージ3のステップ 1-2に続いて、学習者は選択した
問題に対処するための活動または取り組みを特定します； 

b) 学習ステージ3のステップ 3に続いて、学習者は活動または
イニシアチブを設計・計画します； 

c) この活動のさまざまな責任が定義され、個人に役割・タスクが
割り当てられます。 

学習者は、プロジェクトのステージ4で指定された時間枠内
で達成できる可能性と実現可能性を判断します。 

 
 

 
a) 30－45分 
b) 45－60分 
c) 30－45分 

 

 
4.変化の源として      
行動を起こす 
 

 

 
準備と実装 

• 地域社会に積極的に参加
する； 

• 責任の共有、時間管理、
プロジェクト実施のス
キルを身につける。 

 
a) 活動の準備 – 必要に応じて、このステップは複数日にわたって
実行し、さまざまな手配が可能になります。 

b) 活動またはイニシアチブを実施する。 

 
a) 例：一日20-

30分、2ー3
日 

b) 3-5時間 

 
 
 

 
5.振り返りと共有 

 
 

5.1 振り返りと刷新 

• 自分自身の学習に対する
自己の振り返り； 

• アクションプロジェクトの
評価； 

• さらなる可能性を特定； 

a) グループディスカッションでは、学習者は活動や取り組みを
振り返り、評価； 

b) 学習者は、学んだ教訓を地域社会の持続可能性の問題の解決に
どのように応用できるかについて話し合います。 

 
a) 30分 
b) 30－45分 

 
5.2 
コミュニケーション
と共有 

• より広い社会における  
持続可能な変化と改善を  
促進し、提唱します。 

• 学習者は持続可能な学校または持続可能な地域社会の将来の  
ビジョンを準備します。これは、エッセイ、物語、絵ボード、  
演劇活動など、さまざまな形式で行うことができます。 

 
45－60分 



 

 

 

学習ステージ 主なステップ 目的 アクティビティ 科目と授業へのつながりの可能性* 時間 
 

 
 

1.関わりと 
探求 

1.1 紹介と関わり 
• 主題に対する興味と好奇
心を育む； 

• 自身のライフスタイルと主題と
の関連性を考える； 

a) トピックの紹介； 
b) 画像と教材のアクティビティ（p.18）； 
c) サイコロを振る - ライフスタイルの実践と 

SDGs 活動を結び付ける（p.20）。 

SDGs の5P（図4、27ページ参照）
は、関連する議論をするための   
さまざまなテーマの入り口として
使用できます。 

a) 30分 
b) 30－45分 
c) 15－25分 

第
1週

 

1.2特定、探求、
優先順位付け 

• 地域の状況における主題の
関連性を探る； 

• さらなる調査のために問題を優
先順位付ける。 

a) 宿題アクティビティ（p.23；） 
b) アクションプロジェクトの紹介； 
c) 課題の特定（p.23-24） 

さまざまなトピックについて学び、
持続可能な開発に関する多様な      
視点を総合的に検討します。 

a) 30－45分 
b) 30分 
c) 2つのセッション、   
各40-50分。 

 

 
2.複雑性の
探求と理解 

ステークホルダー   
にインタビューし、  
さまざまな側面を      
調査する 

• 複雑な問題に対する多様な    
説明を調査し、構築する； 

• システム思考と共同知識生成の
能力を開発する。 

a) 選択した問題を調査するための研究計画
を設計する – グループ活動； 

b) 調査コンポーネントを小グループで実施       
します（注：インタビューや現場訪問の手配
のために、aとbの間にオープンデーが必要に
なる場合があります）； 

c) データと結果の分析 - フォースフィールド
分析（p.28）、ロールプレイ、ステーク  
ホルダー分析（p.30）を使用。 

科目ごとに調査や研究方法に関する
専門分野に基づいたアプローチに  
焦点を当てた授業を実施できます。
また、自分の研究対象がどのように
して新しい知識を生み出し、構築  
するかについても議論することが  
できます。 

a) 60－90分 
b) 2-4日間にわたり実施。 
c) 2つのセッション、    
各60-75分。 第

2週
 

 
3.変化への 
計画 

活動や取り組みの   
計画 

• 変化行動の計画； 
• 統合的な問題解決、戦略的思考、
未来思考の能力の開発。 

a) 変化行動に関するブレインストーミングと
検討（ステップ1と2）； 

b) 実践的な行動計画（ステップ3）； 
c) アクションスケジュールとタイムラインを
準備する (ステップ4と5)。 

科目ごとに、イノベーションや 
社会的起業に関連する問題を専門
分野の観点から考察する授業に 
することができます。 

2-3日間にわたって実施； 
a) 45－60分 
b) 60－90分 
c) 45－60分 第

3週
 

 
4.変化の源  
として行動を 
起こす 
 

準備と実装 
• 地域社会に積極的に参加する； 
• 責任の共有、時間管理、         
プロジェクト実施のスキルを  
身につける。 

a) 変化行動の準備； 
b) 変化行動の実装。 

 a) 2-4日間にわたり実施。 
b) 丸1日で実装。 

第
4週

 

 
 
 
5.振り返りと
共有 

5.1 振り返りと    
刷新 

• 自分自身の学習に対する自己の
振り返り； 

• アクションプロジェクトの評価； 
• さらなる可能性を特定； 

a) 変化行動の反映と評価； 
b) 刷新と再現を検討。 

対象者は、SDGs に関連するその
他の問題にどのように対処するか
について議論します。 

a) 45－60分 
b) 30－45分 

5.2 
コミュニケー
ションと共有 

• より広い社会における持続可能な   
変化と改善を促進し、提唱します。 

a) 変化行動の経験を文書化して共有し、より
広範な変革を推進するための活動・課題。 

科目では、持続可能性の原則を   
実践に取り入れるための専門的   
アプローチを検討することが       
できます。 

 
a) 60－120分 

※他の科目や授業へのつながりには追加の時間が必要です。 
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学習ステージ 主なステップ 目的 アクティビティ 科目と授業へのつながりの
可能性* 

時間 

 
 
 
 
 
 

 
1.関わりと探求 

 
1.1 紹介と関わり 

 
• 主題に対する興味と
好奇心を育む； 

• 自身のライフスタイルと    
主題との関連性を考える； 

a) 持続可能な開発の概念の紹介： 
b) 画像と教材のアクティビティ（p.18）； 
c) SDGs の紹介； 
d) サイコロを振るアクティビティ（p.20）； 
e) より持続可能な未来には何が必要なのかを議
論し、考察する； 

f) 新聞の一面活動（p.21）。 

SDGs は、健康、貧困と不平等、  
環境、気候変動、経済、司法制
度、インフラ、エネルギーなどに
関連して、さまざまな主体が関与
できるさまざまなトピックを提供
します。さまざまな科目で17の 
SDGs すべてを扱う授業を行うよう
にしてください。 

1-3週間かかる可能性が
あります: 
a) 30分 
b) 30－45分 
c) 30分 
d) 45分 
e) 45分 
f) 30－45分 

 
1.2 特定、探求、
優先順位付け 

 
• 地域の状況における主題の
関連性を探る； 

• さらなる調査のために問題を
優先順位付ける。 

a) 宿題アクティビティ（p.23；） 
b) 宿題アクティビティの授業内共有； 
c) アクションプロジェクトの紹介； 
d) 課題の特定（p.23-24）：ステップ1-3、4-

5、6-8ごとに個別のセッション。 

アクティビティ a) で学習者が特定
したさまざまな問題は、リアルな世
界のトピックの探求と地域の課題へ
の取り組みに重点を置いた関連科目
のさらなる授業への入り口として  
使用できます。 

1-2週間以上かかる可能性が
あります: 
a) 30－45分 
b) 45－60分 
c) 30分 
d) 3回 x 45分セッション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2.複雑性の探求と
理解 

 
 
 
 
 
ステークホルダーに
インタビューし、  
さまざまな側面を  
調査する 

 
 
 
 
 

• 複雑な問題に対する多様な
説明を調査し、構築する； 

• システム思考と共同知識
生成の能力を開発する。 

a) 研究の次元、焦点、質問を定義する； 
b) 選択された問題のさまざまな側面を調査し、
役割と責任を定義するための研究計画を策定
する； 

c) インタビューや現地訪問などの研究活動の手配を
行う； 

d) 個々のチームが研究を実施。（注：研究に必要な
時間は研究のスコープと規模に大きく依存します
が、プロジェクトの開始時に制限を設定             
できます。数日間にわたって授業時間を             
使ったり、学習者に授業時間外の手配を依頼する
場合もあります。） 

e) 個々の研究チームが結果をまとめ、発表する； 
f) データと結果の分析 - フォースフィールド分析
（p.28）、ロールプレイ、ステークホルダー 
分析（p.30）を使用。 

g) このステージの主要な調査結果を特定する
最終的な調査レポートを作成します。 

このステージでは、学習者は選択した
問題に応じて、さまざまな形式の調査
と研究を行います。 

科目は、専門分野特有の研究方法やア
プローチに基づいた授業を提供し、 
また、研究分野の主題ごとに探究、 
調査、新しい知識の創出をサポート 
するプロセス、枠組み、理論を検討 
することで、このプロセスをサポート
します。 

学習者は、定量的・定性的研究方法、
およびシステムマッピングや統計的  
アプローチを含むさまざまな形式の  
データ分析を学びます。  

3-6週間かかる可能性が
あります: 
a) 30－45分 
b) 計画60-90分、計画       
レビュー30分 
c) 一日20-30分、3-5日 
d) 研究のスコープと規模に
応じて、これは1-4週間に
わたって実施される場合が
あります。 
e) 編集に2-3時間（宿題も     
可能）)、プレゼンテーション  
にグループあたり10-15分。 
f) 2セッション、各1時間半-
2時間。 

  g) 3回 x 45分セッション 
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学習ステージ 主なステップ 目的 アクティビティ 科目と授業へのつながりの可能性* 時間 

 
 
 

 
3.変化への計画 

 
 
活動や取り組みの計画 

 
 

• 変化行動の計画； 
• 統合的な問題解決、戦略的
思考、未来思考の能力の 
開発。 

a) 変化行動に関するブレインストーミングと検討   
（ステップ1と2）； 

b) 実践的な行動計画（ステップ3）； 
c) アクションスケジュールとタイムラインの準備（ステップ

4）； 
d) 変化行動の前に必要な準備と手配を再確認し、  
各項目に責任者が割り当てられていることを確認
します（ステップ5）。 

e) コミュニケーション、普及、共有の計画        
（スケジュール・タイムラインへの組み込み）。 

 
このステージで学習者は、変化行動を作成するた
めに実装できるソリューションを特定します。  
対象者は、自分の研究分野に関連する課題に取り
組んでいるさまざまなイノベーションや社会的起
業の取り組みを調べることで、このプロセスを  
サポートできます。対象者が戦略的思考や         
問題解決に取り組むことも可能です。 

 
1-3週間かかる可能性が       
あります: 
a) 45－60分 
b) 2回 x 45-60分セッション 
c) 60－90分 
d) 30－45分 
e) 45－60分 

 
 
 
 

 
4.変化の源として
行動を起こす 
 

 
 
 
準備と実装 

 
 

• 地域社会に積極的に
参加する； 

• 責任の共有、時間管理、
プロジェクト実施の       
スキルを身につける。 

このステージの主なスケジュールは、前のステージで
作成されたアクションスケジュールとタイムラインに
従う必要があります。 
a) 変化行動の準備； 
b) 変化行動の実装。 

（注：このステージに必要な時間は、変化行動のスコー
プと規模に大きく依存しますが、プロジェクトの開始時
に制限を設定できます。アクティビティ a では、授業中
に定期的に時間が設けられる場合もありますが、学習者
は授業時間外にこれに取り組むよう求められる場合もあ
ります。） 

学習者が変化行動を実行する準備をする際に、
科目はプロジェクトの関連する側面を探るため
の時間を設け、SDGs の5P（図4、p.27 を参
照）フレームワークをさまざまな教科への入り
口として使用することができます。 
科目によっては、戦略的思考、行動と結果の
検討、アルゴリズム的思考、問題解決、全体
システムの視点など、さらなる学習を促す場
合もあります。 

4-8週間以上かかる可能性
がありますが、それより
短い時間または長い時間
で完了することも可能   
です。 
-               簡単なアクション           
a）1週間で準備、b）1日で
実装。 
- 複雑なアクションは  
準備に  a）3-6週間、  
実装に b）1-4週間か。 

 
 
 
 

 
5.振り返りと共有 

 
5.1 振り返りと刷新 

 
• 自分自身の学習に対する
自己の振り返り； 

• アクションプロジェクトの 
評価； 

• さらなる可能性を特定； 

a) 変化行動に対するグループの振り返りと評価； 
b) グループワークと変化行動への個人的なインプットに
関する自己振り返り課題（宿題など、p.38） 

c) 刷新と再現を検討。 

振り返り、刷新、再現のステップの一環として、
学習者は自分の経験を新しい状況にどのように適
用できるかを検討します。対象者は、SDGs に関連
するその他の問題にどのように対処するかについ
て議論します。 

2-4日かかる可能性が        
あります: 
a) 45分のセッション、

1-2回。 
b) 30－45分 
c) 30－45分 

 
5.2 
コミュニケーションと
共有 

 
• より広い社会における
持続可能な変化と改善
を促進し、提唱する。 

a) 変化行動のプロセスとアクションの影響を文書化する； 
b) 他人とコミュニケーションをとり、経験を共有する； 
c) 変化行動の結果に基づいてアドボカシーキャンペーンを
準備し、実行する； 

d) 全体的な経験を要約して振り返る。 

このステージでは、学習者はより広範な社会変
革の促進に重点を置きます。科目では、社会、
環境、経済、ガバナンス、人権などに対する見
方が時間の経過とともにどのように、そしてな
ぜ変化してきたかを調べることができます。 

2-4週間かかる可能性が 
あります: 
a) 2-3回 x 30分セッション 
b) 45分 
c) 1-3週間取り組む。 
d) 45－60分 

*拡張アプローチでは、個々のアクティビティに与えられる時間が長くなり、アクティビティ間の時間も長くなるため、アクティビティの
準備時間が増え、個々の科目がアクションプロジェクトのテーマに関連した授業を提供するための追加時間も確保されます。 
**他の科目や授業につなげるには追加の時間が必要です。 
***ステップ 5.2 は、将来を考える・振り返るアクティビティ（p.39）のようなクラスベースのアクティビティに簡素化したり、新しいプロジェクトとして次の学
期までとっておくこともできます。 
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添付資料 

 

 
添付資料 2 
持続可能なライフスタイル領域と影響因子 

 
ライフスタイル領域 含まれているもの 消費者に影響を与える要因 

食物 • 私たちが食べるもの、飲むもの • コスト 
何を食べるか？ • 生産、加工、提供方法 • 鮮度 

 • 廃棄方法 • 健康への影響 

  • プレゼンテーション（例：    
パッケージなど） 

  • 原産地 

  • 利便性、味、文化 

住居 • どこに住んでいるか • 建物のコストとサイズ 
どこに住んでいるか？ • 建材 • 建物の特徴 

 • 生活空間の暖房、採光、冷房の方法 • 近隣利用可能なアメニティ 
• 美学 

 • 装飾方法と什器・建具の選択  

   

交通手段 • 私たちが日々選択する交通手段 • コスト 
どうやって移動するか? 旅行や長い旅 • 嗜好 

 • 旅行の頻度、移動距離 • 交通状況 

 それを支えるシステムやインフラ • 利便性と時間効率 

  • 接続 

  • 環境への影響 

消費財 • 私たちが購入する商品の種類 • コスト 
何を買うか？ • 生産に使用する材料の種類と数量 • 利便性 

 物品 • 時間 

 • 商品の使い方 • 周囲との競争 

 • 交換頻度 • 願望 

  • 文化規範 

  • 外観 

  • 機能 

レジャー＆                 
エンターテイメント 

• 余暇をどう過ごすか • コスト面での利便性 

楽しみのために何を   
するか？ 

• 観光地とアクティビティの選択 • 時間 

 • 利用する施設 • 周囲との競争と推薦 

• 願望 

• 文化規範 
   
 
表の準備 Patricia Vilchis Tella and Caspar Trimmer, based on the publication: UNEP (2016) A 
Framework for Shaping Sustainable Lifestyles. DTI/1717/PA. Nairobi. 
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添付資料 3 
持続可能性に関する主なコンピテンス 

ユネスコの出版物（2017）「持続可能な開発目標のための教育」でマルコ・リークマンが指摘している：
学習目標は、 能力開発について議論したり検討したりするための有用な枠組みを提供しています。 

 
✔ システム思考能力：関係を認識して理解する能力、複雑なシステムを分析する能力、システムがさまざ

まな領域やさまざまな規模にどのように組み込まれているかを考える能力、不確実性に対処する能力。 
 

✔ 予測能力：さまざまな未来を理解し、評価する能力、可能で、ありそうなもの、望ましいもの、将来の
ビジョンを自分で作成する能力、予防原則を適用する能力、行動の結果を評価する能力、リスクや変化
に対処する能力。 

 
✔ 規範的能力：利益相反やトレードオフ、不確かな知識や矛盾の中で、自分の行動の根底にある規範や価

値観を理解して熟考し、持続可能性の価値、原則、目標、目標について交渉する能力。 
 

✔ 戦略的能力：地域やさらに遠くで持続可能性を促進する革新的な行動を共同で開発し、実施する能力。 
 

✔ 協働能力：他者から学ぶ能力、他者のニーズ、視点、行動を理解し尊重する能力（共感）、他者を理解
し、共感し、敏感になる能力（共感的リーダーシップ）、グループ内の対立に対処する能力、協調的か
つ参加型の問題解決を促進する能力。 

 
✔ 批判的思考力：規範、慣行、意見に疑問を投げかけ、自分の価値観、認識、行動を振り返り、持続可能

性に関する議論の中で立場を取る能力。 
 

✔ 自己認識力：地域社会や（グローバル）社会における自分の役割を振り返り、自分の行動を継続的に評
価し、さらにモチベーションを高め、自分の気持ちや欲望に対処する能力。 

 
✔ 統合的問題解決能力：さまざまな問題を適用し、複雑な持続可能性問題にフレームワークを解決し、上

記の能力を統合して、持続可能な開発を促進する実行可能で包摂的かつ公平な解決策の選択肢を策定す
る総合的な能力。 
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画像と教材 
アクティブメソッド ツールキットシリーズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
ダウンロードはこちらから： http://pubs.livingresponsibly.org 

http://pubs.livingresponsibly.org/
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「持続可能な開発のための教育（ESD）の実践は、基本的に市民権の実践である。学校だけでなく
学校環境の外でも、一人ひとりの生涯を通じて行われる生涯学習の視点を身につけるものである。
人権と参加、無差別、説明責任などの原則に基づき、コミュニティの社会的および 文化的環境と
相互作用し、コミュニティ内での社会的学習を促進する。」 

 
UNESCO (2019). Framework for the Implementation of Education for Sustainable Development (ESD) Beyond 
2019. Resolution of UNESCO General Conference, 40th Session, 3 SEP 2019; Paris. 
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